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第2回原産年次大会プログラム総括表

会期　昭和44年5月4艮～6日

会　場　　日太都市センター（東京都千代田区平河町）
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第琵日　3月5日　・（水）
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第2回原産年次大会プログラム

会　期

会　場

開会総会

　昭和44年5月4日（火），5日（水），6日C木）　5日間

　日本都市センター（東京都千代田区平河町2丁目6番：地）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A会場：ホール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B会場：本館講堂

　　　　　　　　第り日　　3月4日　　（火）

A会場　　　　 （～ヒ50～1 t50）

　〈開会式〉

　　議長　　横由通夫氏（中部電力社長：）

　開会挨拶　　　日本原子力産業会議会長　　　　　　菅　　　禮之群

賊騨鮪垣網羅轍大会鞘歪脹＿潤　義長
　視　　辞　　　科学技術庁長官・原子力委員長　　　木　内　四　郎

　枇　辞　　通商産業大臣　　　　　大平正芳

　　　　　　　　衆議院議員・自由民主党科学技術
　所　　感　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二階堂　　　進
　　　　　　　　議員連盟会長

　原産報告　　　原子力産業の現状

　　　　　　　　日本原子力産業会議代表常任理事　　繍　本　清之助

　く鵬会総会招待講演〉

　　議長　　駒井健一郎氏（日立製作所社長）

　講　　演　　　原子力蘭発と社会

　　　　　　　　　　　　　山田太三郎氏（原子力委員会委員）

午さん会　　マソヤサロンー金共連ビル6階一　（1200～憶50）

氏

氏，

氏

氏

氏　（10」0～｛0．・50）

氏　　（旬．50～｛tOO）

（1tO〔｝～1　rL50）

講　演 「国際経：済情勢について」　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15．00～｛5．50）

　　　　　　大来佐武郎氏（日本経済研究センター理事長）

　　　　　　　　　　　　　一4一



特別講演　　A会場 （1400～1Z15）

　議長　　藤波収氏（電源開発総裁）

｛．源子力開発に対する産業界の考え方

　　　　　　　　　　　　　土光敏夫氏（東京芝浦電気社長）

　議母　　安川第五郎氏（日本原子力発電会長）

2．国土総合麗発と原子力立地

　　　　　　　　　　　　　平田敬一郎氏（国土総合開発審議会長）

　議長　　田代茂樹氏（東洋レーヨン会長）

5　放射線化学の漿展と三際協力

　　　　　　　　　　　　　宗像英二氏（日本原子力研＝究所理事長）

　議長　　井上五郎氏（動力炉・核燃料開発事業団理事長）

奪　米国に細ける原子力供給産業の現状と将来

　　　　　　　　　　　　　で、．

（壌4．GO～14、45）

（14，45～鷹5．50）

（15．50～｛6」5）

（16」5～｛ア｛5）

コヌタリオラ氏（アメリ．力原子力委員会委員）

パネル討論会一1 B会場 （14．00～｛6．20）

テーマ　「ナシ：ヨナル・プロジェクトと国内の協力」

議　長　清成濾氏（動力炉・核燃料弾発事業団副理事長）

　パネル・メンバー　　　（五十音順）

野
原
花
井
安
島
依
川

天
伊
垣
酒
武
永
西
森

　　昇　氏

義　徳　氏

秀　武　氏

旺　利　氏

義　光　氏

菊三郎　氏

祥　一　氏

辰　雄、氏．

（霞本原子力研究所企画室長・動力炉開発管理室長）

（科学技術庁原子力局動力炉瀾発課長）

（東京工業大学工学部教授）

（電源闇発理事）

（動力炉．核黙料蘭発事業団理事）

（住友原子カ工業常務取締役）

（電：気事業連合会原子力部長）

（東京芝浦電気原子力本部技師長）

一5一



一般講演一1

　　　第　2　　Eヨ　　　　　3　　月　　ξ5　　EI　　　　　　（フ丞こ）

A．会場　　　　　　　　（　～；L5　0～｛　2．0　0　）

　議長　　加藤博晃氏（関頭電力副社長）

1．　電力需給と原子力発霞の見通し　　　　　　　　　　　　　　　　　（

　　　　　　　　　　　　lLi崎久一氏（中央電力協議会専務理事）

2．軽水型原子力発電所の建設状況’

　o敦賀原子力発電所の建設

　　　　　　　　　　　　浅田忠一氏（日本原子力発電技術本部副本部長）

　O美浜原子力発電所の建設

　　　　　　　　　　　　岡野茂夫氏（関西電力原子力部長）

　O福島原子力発電所の建設、

　　　　　　　　　　　　野村顕雄氏（東京電力原子力・部長）

　議長　　田中直治郎氏（東京電力常務取締役）

5　核燃料資源の確限について

　　　　　　　　　　　　三宅　申氏（電気事業連合会原子力部長代理）

4．　核燃料間題の現状

パネル討論会一2

95G～歪0．GO）

）0294
～

00G（

）

）04α1
～

020（

）00
～40α（

（11．oo～1歪．50）

（／　4，50～｛2．〔｝〔｝）

　　　今井隆吉氏（日本原子力発電技術本部燃料課長）

A会場　　　　（15．5〔〕～／6．三5e）

　テーマ　「国産化聞題と開発環境の充実」

　議　長　　村田　浩氏（日本原子力研究所副理事長）

講　演　　　「欧米に細ける原子力産業」　　　　　　　　　　　　　　　　　（1ξ50～1400）

　　　　　　　　　　　　向坂旺男氏「（日本エネルギー経済研究所長）

　　パネル・メンバー　　　（五十音順）

　　　　大永勇作氏　 （通商産業省大臣官房総合エネルギー政策課長）

　　　　倉　本　畠　昭　氏　　　（動力炉・核燃料開発事業団計画管理部長）

一6一



向　坂　正　男　氏

柴　田　二三男　氏

高　市　利　夫　氏

田　中　好　雄　氏

森　島　li墨　男　氏

横須賀　正　寿　氏

一般溝演一2 B会場

（日本エネルギー経済研究所長）

（中縄ウ騨御
（富士電磯製造原子力部長）

（科学技術庁原子力局次長）

（臼立製作所原子力部長）

（三菱原子力工業取締役）

（13．oo～16。50）

〈原子力船〉

　　議長　　進藤孝：平氏（大阪商船三井船舶会長）

壌．　原子力第1船の建造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15，00～15．50）

　　　　　　　　　　　　　内古閑寅太郎氏（日本原子力船開発事業団専務理事）

3原子螺瑠以懸隔　　　　　．　　　　（15．50～14．00）
　　　　　　　　　　　　　黒川正典氏（臼本郵船取締役工務部長）

〈＆1・放射線〉

　　議長　　土井正治氏（軍衣化学工業会長）

5　RI・放射線の鉄鋼業への朝用

　　　　　　　　　　　　　芝崎邦夫氏（富士製鉄専務取締役）

4　RI・放射輝ρ‡木建設業への利用p現状と間題点

　　　　　　　　　　　　　藤井正一氏（建設省蓮築麟究所第2研究部長）

5．　RI・放射線機器工業の現状

　　　　　　　　　　　　　山崎文男氏（日本原子力研究所理事）

く肝炉多目撫㈱≧　　　　　　　　　　、

　　議長　　湯川正夫氏（八幡製鉄劇社長）

5　原子炉の鉄鵡業への利用

　　　　　　　　　　　　　松下幸雄氏（東京大学工学部教授）

Z猿子炉ρ海水滋藤らびに化学工業への朋

　　　　　　　　　　　　　角田吉雌氏（旭化成工業常務取締役）

　　　　　　　　　一

レセプション　　　日本都市センター本館地下食堂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一7一

（14．00～1湾．50）

G4．5〔ト；曙5．oo）

G50q～i550）
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（16．00～46，50）

（4スOG〔》18．50）



第3日　3月6日　（木）

海外招待講演　　A会場 （ラ．乙。～16．10）

〈ガス冷却炉〉

　　イントロダクション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9．50～♀45）

　　　　　　　　　　　　松根宗一氏（日本原子力産業会議副会長）

　　議長　　一本：松珠磯氏（日太旅子力発磁社長）

1．　イギリスに捨ける高温ガス冷却炉の開発　　　　　　　　　　　　　　　　（945MO，45）

　　　　　　　　　　　　　R．V．ムーアー氏（イギリス原子力公社猿子炉部長）

　　議長　　前田七之進氏（富士電麟製造社長）

2　西ドイツに誇け多高温ガス冷却炉の朋発　　　　　　　　　　　　　　　　（1α45～11．45）

　　　　　　　　　　　　H．W．ミユーラー氏（ブラウン・ボベリー／クルップ原子力会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社常務取締役）

　　議長　　築地一雌氏（中国電力副社長）

5　アメリカに溢ける高温カス冷却原子力発電の最近の進歩　　　　　　　（織00～1400）

　　　　　　　　　　　　フソデリツク・ド・ホフマン氏（ガルフ・ゼネ勇ル・アトミソ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク社長）

　　　　　　………………　休　想　（14．oo～14．10）　………………

　〈重　　水〉

　　議長　　安西正夫氏（昭和電工社長）

4　フランスに澄ける璽水の生産　　・．　　　　　　　　　　　　　　　（1　4．1　∈ンく》1　5．1　〔〕）

　　　　　　　　　　　　　H．ビアテイエ氏（フランス原子：力庁材料・燃料局長）

　〈高速炉〉

　　議長、堀　義路氏（彪力中央研究所理事）

5・高速増殖炉け脱の現状と分｛ジア「（15」　0～16．1　0）
　　　　　　　　　　　　　S。L．シブリー氏（パシフィック・ガス・アンド・エレクトリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソク社長）

｛8一．



閉会総会 A会場 （16．io～916．55）

　議長　貝本原子力産業会議副会長　大屋　敦氏

大会成果とりまとめ

　　　　　　　　　　和田恒輔氏（富士電機製造椙談役）

朗会挨拶

　　日本原子力産業会議副会長　　大　屋　　敦　氏

（窪6．喋〔トゾ16．25）

一9一



原産報告

原子力産業の二言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本原子力産業会議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・代表騨縣橋本清之助

　わが国の原子力開発は、実用期に歩を踏み入れて確実に前進を続けてい乙。その主柱をなす

原子力発電の分野では、すでに運転中のもの1基の外に、現在5基‘約24e万KW）の実用炉

が建設申で豹・昭和44鞭はこの4豪かさらに・基備2与0弊W）の着工が行姉拡う

としている。また、それ以降約10年位の間は、年平均5qo～4GO万K’W程度のテンポで商業

用品晶晶の山回回れてい硯通し砺る・碗を聴ならしめ「たものは・過去源

子力開発着手以来10年余の長期に亘り、二二に屈せず大規模な研究開発投資を含む環境充実

と能力開発に專心してきた既係産業界の努力の結果であ凱，これによって、海外で試みら飽

窺翫つつある肝力魏という趨技術を；髄に己れ・，靴する素地カニ蘇て唾か

らである。

　原産が毎年行なワている原子力産業実態濁査はこの辺㊧事情を明瞭に物語る。これは又原子

にはかなり長期に亘る初期研究投資が必要だと．いう、開発上の特異性があることを示すもので

あり、わが国の原子力平和利用の今後を考える．上で示唆するところ大である。すなわち昨年

12月に発表した原産の昭和42年原子力産業実態調査によると・同年度の原子力関係民闘支

出は、蔚年度の約2倍となり蕊0億円に達した。これはいうまでもなく、電気事業者によう原

子力発電所建設計画が具体的に進捗していることを反瞭するが・同時に鉱工業に澄ける支出の

内訳をみると、実用期に入ったこの段階に澄いても、な却研究支出が全体の50％をも占めて

いる点は注目に値する。一般産業に論ける二二支出の比率が平均1妬程度であることからみる

と、原子力に語ける碕究支出のウエイトが如何に高いものであるかを知ることができる。

　もう一つの特微は、実用期の順調なすべり出しによって、将来の見通しに確度が得られ易く

なったことである。昭和40年度までの調査では、毎年の将来見通しの数字的予瀦に大きなバ

ラツキがあったが、今回の調査の結果得られた今後5年間の産業見通しは、前年度即ち昭和

41年度の見通しと極めてよぐ一致した成長予測を示して訟り、源子力産業を取巻く諸情勢に

安定度が加わり、従って産業界に自信が生まれたことを意味しているものと受けとれる。

　海外の主要な動きに眼を転じると、米国に澄ける軽水炉の爆発的ブームは鎮静したかに見え

るが、それでも昨年一年間に14基約届00万KWに達する商業炉の薪規発注があった◎この

原潅諏告一ω



ことは、米国における軽水炉が在来火力と完全に比肩し得る市場性を獲得し、その地位を確立

した屯のということができる‘だろう。

　燃料の分野で重要な動きがいぐつかあった。ウラノ探鉱に澄ける記録的な活動など注目され

たが、その最たるものはウラン濃縮に関するものであろう。1964年米国に澄ける燃料民有化

法成立以来～燃料サイクルの中で未だただひとつ米政府の手中に残されている濃縮については、

増大する需要に対応して、価格的・量的に如何に安定的な長期確保対策を講ずるかが重要であ

る。これは米国内のみではなく、むしろわが国を含め諸国間で大きな関心事となっている。ヨ

ーロッパでは、濃縮ウラン供給の米国への全面的依存を避けるため、かつそれに要する資金的

技術的大きさから、各国共同して一つのウラン濃縮設備を作ろうという考えがあり、とくに昨

年末来、英・独・蘭三ケ国間で基本線について話合われ、具体案が練られようとしている。わ

が国にとってこのウラノ濃縮閥題が重要であることはいうまでもないが、その外にも再処理事

業を国による試験企業の段階から如何に円滑に実際の産業に移すかという閥題や、使用済燃料

の輸送間題など、もう今から対策を講じて澄かねばならない璽要間題が山積している。これら

はいずれも産業として考慮しなければ：ならない問題である。

　在来炉を現実のエネルギーバランスの中に組入れて建設していくこ．とと共に、将来のための

薪型炉の開発の必要性も論をまたないところで、わが国では動燃事業団が申核となり、産業界

は全面的にこれに協力している。

　このように原子炉の開発にしても、当面のものと将来のものとがある。そして、これを支え

る核燃料サイクル全般に亘って新産業を興さねばならない。さらに、こういった原子力産業全

体は国際的にみても十分通用する強力なものでなければならぬ。わが国の原子力産業界は、体

質を国際レベルの先進国並みに強めつつ、一方で現実の開発を遂行していかねばならないとい

う、極めて大きな荷を背負っている。しかしこのことは、平和利用に徹して原子力開発を進め

ていくわが国では、軍事利三面を梼つ他の先進国ではなし得ない原子力利用の真髄を実証する

特権が与えられていると解すべき’ ｾろう。これは容易なことではないが、わが国の産業界はそ

れをなしとげる底力を持っていると確信する。
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原子力開発に対する産業界の考え方

果京芝浦電気株式会社

　社長　土　光　敏　夫

1・　諸　i雪

　日本縫済の目覚しい伸長に応じて、電力需要の増加蚤著しく、最近の中央竃力協議会の発表

によれば45年より52年に至る10力年の運転出始予定発？1二設備は約乱eoO万欝、輸入エ

ネルギー依存度の高いわが国として特に有利であり、将来の経済性の利点から蚤、原子力発電

への獅は急速と考えられる・由る宜ヵ年の源子力の運転開始予定がt160携響・次の

自力年は綱oo万K似上が期待されている。

　以．Fに設備輸入で始められ党重裳な原子力発電設備のすみやかな圏産化に立ち三っている産

業界の考え方を述べる。

2　原子力産業の特箆

　（η　高度の技術

　物質原子核の分裂によ砂発生する新浄なエネルギーを重力発生の平和邑的に荊用できるよう．

連続的に反応させ、取り出し漁エネルギーで、タ「ビン発電薇により電力にする一運の反回と

エネルギー転換を制碑し、二重三裏の安全保護設騰を設け、長期陶運転の実用設備としての信

頼性を維持し得るため、種々の厳高技術の果合を必髪とする。

　（2）　大i型プロジェクト

　目下建設中の嶽子カプラント、敦賀，美浜二号は52・6万Kll、美浜2号は50万齪、福島1

一号は46万溜であるが、2号は7呂万総、火力発竃添大容量化しつ㌧あるが、捗子力発竃はス

ケール・メリットを発揮する望め50刀、78万、10蓼万瀦とさらに大型の標準が採用され

る。将来の新しい原子炉の開発蚤ナショナル。プロジェクトとして取りよ：げられ、動燃事業団

で進められているが、これ蚤10力年ZOOO億円の諭画となって訟り、いわゆるビッグサイ

エンスと云れるものの代表的な細）である。

　（5）総合産業

　嶽子力発電は核物質、エレクトロニックス、重竃機、コンピューター、跡料工学等と広い

範囲の最高技術の組合せであるとと蚤に、電力事巣はもちろん、金属材料製造業，鉱山、薇器

製造、土建業、公衆安全株健等々、きわめて広い分野の産業の総会的組織活動によりはじめて、

磁済的で稲頼性かあり安全な設備が完成される。
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　総合産業であるが故に原子が産菜の発展は広い産染の技伽レベル向上の先導役に喀なるわけ

である。

　㈹　開発途±：

　日本の原子：力産業は実質的に緒に旛いて日機く、止々こ開発途」二にあり、研究開発、製造設備、

技術者の養成等に柘当の投費と努力を行なって来浄が、これからるさらにこれらの方薗に投費

をし、体制を作り、所幾の量産を行なえる様にし、技術省の数も確保し急げれば喰らぬ。

5　わが国原子力産業の将来

　㈲　自主技術の確立

　原子力発電については、β本は約10年の遅れかあると云われ、先進国より設鑑の輸入、技

術の契約により外薗技術の導入か行なわれ牽。国除的に嘩・上位に達している臼本の工柔レベル

と潜在能力を有するわが園民性を以て、一日も早く　自主技術を碓立し、遅れを取り戻すのみ

でなく、自主開発量・進め、世界のトップレベルに立浄ねばならぬG

　②　産業としての確立

　前述の如く閣二三展の途上にあるが、数多くの大型プロジェクトを手掛けて行かねはならぬ

国の基幹産業として必要なものであり、十分な謹濟性を持ち、再生産発援を続けるよう育成し、

各企業自ら蚤体質を強化し、自立定面し牽産業として碓立されて行かねはならぬ。

　（5＞輸　出

　日本梅済の発展のため、また国腺的なわが国の立場からも、海外市場への進出し特に低開発

墜への寄与は，二子混乱菜において尋、当然行なわねばならぬ。またこの産業自体わが園の輸出

可能な産業としての適格性を持っていると信ずるっ

4　産業界の裳望

　の　国払援助

　最高技術の総合による大型プロジェクトであるので、開発にる多額の質金を記する。日本鞍

瘡の寄与のために尋・、麗除籏争にすみやかに立ち同かうために療，圏家の現在以上の重点的摩

強力な援助にお・いてく・先進麹に負けないよう、頁金の投入、諸制度の調整にお・いてさらに後助

して欲しい。

　（2）啓蒙活動

　原子力発電の出本謡済における必後性と安全性のPRを政府産業界一体となり、さらに各階

騒、谷地域にわたって行なう必袈かある。

　向　全産柴界のレヘルアソフ’

　総含産美であるので、険係金産三界のレベルアツブが必農であるか、一部議を担当する中小
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企業者毒、専門メーカーとして圏際的な水準にレベルアップされることが襲望され、ま☆関係

方面はこれの援助育威に努力すべきであると思う。

　④　官畏の臨力

　原子力発電の発農の売めには、政府属間企業の十分澄協力かぜひとも必髪である。協力と云

って冬それぞれの役翻を認識し、各々がその分担するところを努力し、強力に実行すべきであ

る、畏閥に齢いて添、晦う立場と作る立場の書の協劣、電力会社とメーカー、メーカーと材講

供給養、下請業者等との協力か必襲である。
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放：射線化学の発展と国際協力

β本原子力硲究所

　理事長宗像英二

歪．　わが国に澄ける放射線化学の現状

　放射線化学の基礎科学的な領域の研究が、まず欧洲で始められ、次矯でアメリカで行なわれ

た、今世紀の前半頃には、おが国でばそれに関心を示す《々はほとんど無かつ衡。オ粛軍世界

大戦後、放射線源がかなり容易に研究用に縫い得るように喚り、それに伴って放射線化学の応

用に関する研究への関心が欧米で起こりつ玉あっ壷のを知り、わが国で蚤放射線化学の応薦に

関する研究。開発に関心がよせら勲はじめた。わが国では化学繊維、合成繊維の研究および技

術的展開が盛んであったので、いわゆる高分子化学研究者の中に放射線化学への蘭心が強く現

れ、放射線化学の発展はまずそれらのム々に負う所が多かった。すなわち、産業界の熱心家の

呼びか脈学界熔え咄力が得られ・日懲射線勢子搬雛嘩解その研獅力倣射

線化学の推進の中心となつ親その後、さらに研究。開発の規模を：大きくする気運が生れ、日

本原子力研究所に放射繍ヒ学を担拳する∫高崎畷踊＝が生れ・数年後には前記協会の大阪研究所

も日本原子力駅究所と一体になつ浄。そして日本の軍営民が協力して放射線化学の研究・蘭発

を推進しているのが観秋である。な款　日本に解ける放射線化学に関心を持つ研究者づ支術者

の数は諸外国に比して多く、日本放射線化学会が数年前に生れている。

Z　研究。開発の現状

　日本の放単線化学は、そ’め旗の立ちの関係で高分子に喫する放射線化学が多く，しかるその

応用の開発を籔弄しているのが特徴である。すでに2～5の£業が放射線処理によって高分子

三智の改質を行事しへその製品を層理しているし、さらにそれに引続いて研究をし、商晶化を

進めている蚤の竜幾つかある。溺に、放三線照射によって特殊壕製品を作り，それを市販して

いる業者るすでにあみご研究。闘発に手数のか㌧る竜のは、高崎麟究所か中心に丘って，学官

艮の協力の下に研究。開発がすすめられている．例えば、エチレンの放豹線重合・トリオキサ

ンの放射線重合・繊維や塩ビ樹脂の放射線グラフト重合による改負などかとりあげられ、放射

線化学工学白強開発研究と紺奮せて進められている・それらのうちには謹臆力鮮官民の研究

看から出たのを高崎三品．所の鵬発試験場で育てあげつつある竜のが多く、その中にはすでに開
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発が進んで、市場調査。開拓を目標に実験をすすめてい多愁のもあるという進捗の状況にある。

　その外に高崎研究所で生れ漁独創を育てつつある研究、例えば気体RIを放射縁化学の研究

や、源子炉内に特殊たループを組んで放射線化学研究を進めるなど、世界的に竜めずらしい本

のが育ちつつある、翫究か高分子関係から出発して次オに広く伸びつつあるとぜ・云えよう。

5　日仏・日米研究協力の現状

　放射線化学の領域に吾ける日本の特徴ある研究の進展は、当然海外に墨反駅：して、高下研究

所に来訪する海外の藪守門が多く左ってき牽、そして嵐係者の中に自から研究の国際協力の話

か生れてき舜」ます己仏餅究協力の話が出て、JAERIとCEAの画て放射塚化学の研究協力

の励定が出来九、そして連絡会下を日本と仏国とで交互に毎年開く約束が出来て、昨年初秋に

はオ5圓連絡会該を平等で平なつ飢今年はパリでオ6回を湖くはすである．

　属米の研究協力についても、数年前から両説の平泳餐の蘭で日義が進められてい脅、そして一

昨年初夏にはハワイ門門か開かれて、双万からそれぞれ約20名の隣町者が集まって、賑々し

く放射線化学の討論会が行なわれた。玄た、高臨研究駈とブルソクヘブン骸究廓の間で、放射

線化学の分野で歓究協力の励定か生」｝t、一昨年高崎で予備会談が有なわれ、昨秋ブルツクヘブ

ン殆究所で．オ1繍の薪究使脊丁会該か開かれたの今年の才2回の会訣は高崎で開かれる予定であ

るり

奪　臨綜協力の将来　　　　　　　　　　’

　日仏・日米の餅究に関する国除協力は：益々緊密さを附して行く尋・のと思う。すでに両開の協

力と番卑に循究轍幽向町の嶺1に詮けるも、うのみで説く、鮒究鯖力会訟の席にオブザーバーの形

でそれぞれの囲々の男憎界の緋配下なとも参即して、放射1尉ヒ年の農学を注祝している肩棟で

あるから、これらの臨隙陽力が必ず柏互の粘々の放射灘門下の国用的な究戯に貢献づ一るに違い

ない。

　さらに、それ以外の諸国でも放射稼化学に閾心を持っているところが・あって、そ噂の研究省か

高崎研究所に訪ねて来ること嶺多く、ま脅、それぞれの怪々に特徴ある研究を持っているとこ

ろ革あるので一証本の習習蒼が訪ねて行く場合もある．高崎耕究所では食品の殺菌保存を目的

とする放射楓化掌処埋の研究をする貧茄照射センターを大きく押ぱすことになっているので、

その押下の下学で、将来、東南アジアの譜国と密按な耕野冊力が行なわれるように掌ると見と

お・される。

　卍本には放豹稼化学着ムロか大きいと云っても、全世界のう「bの幾分の1に違いなく、海外
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の諸国にいる放封稼化学者の研究成果に注目せねばならぬ蚤のが妾然ある。私どもは海外の劇造

的な特徴ある研究成果に敬意を表することによって、私共の独創性を発揮して挙げ浄特徴ある

研究威巣に海外から敬：愚を表せられるようになることをつとめ、互に信頼し台って薗際脇力の

実をあげ、世界の放射娠化学の発農が早く薬をむすぶようにと箋むのである．国際協力といっ

て本、それは相互に競争して互に練磨し，慶れかと誌め脅ものは互にとりいれることによって、

長短柑桶って共存するように、籟hの進展に寄身せんと期待するにほかならぬのである。
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米国における原子力供給産業の現状と将来

……一ﾄ国原∫子づヲ委：員会

　　　　　委員獄コスタリオラ

　本講演は次の三部からなっている。α）米国の原子力供給産業の現在の規模と実態、（2）汐80

熾でに耀9肝罐欝供轡碑子力灘と繍の醐響いて予判れる増力日調

1970年鉛よび80年代に細ける政府澄よび産拳界の重要な政策上の問題についての考慮Q

現計綱の原子網野騨の分櫨七って岬つの麟部門に纐陣る・これらは・

原子力蒸気供給系統、核燃料サイクル、タービン発電機輸よび関連機器、その他プラントのエ

ンジニアリングと建設の部門である0197G年には年閥の取扱い高がそれぞれの部門で訟よそ

5億ドルづっにのぼると推定されている。供給産業に澄ける競争、供給者の数を増加あるいは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輩制限させる要因澄よび政府の関心について述べる○

　米国の将来の供給産業の実態を考えるのに、原子力産業の各部門の今後の粛場規模について

発表したい。米国原子力委員套ゐ最近の計画によれば、1980年まそみ：米国原手力産業市場は、

原子力発電設備の資本費が累積25e億ドル、　u　308所要量：40億ドル，　UF　6㌦への転i換4億ドル、

濃縮40億ドル、燃料成型加工40億ドル、：再処理5億ドルとみられている○どめ区分による

それぞれにつ仏で’矧80年弱でに外国で建設が予想されている米国型の原子矩め需要につい

て述べる○同年まその原子力発電所に対する投資ば150億ドル以上になろう。米國内に澄ける

競争産業の維持診よび将来に論ける’、国内澄よび国際市場での公正・自由宏競争に対して、米

国政府がどのような関心をよせているかを明らかにしたいポ

　原子力発電平場が世界的に拡大されると，今後、慎璽な配慮と解決とを要するような産業上，

国際上の状況を生むであろう○講演では、それらの解決策を示すのではなく，、その中のいくつ

かの重要な周題をあげて述べようと思う。これらの問題については、各国政府鉛よびそれぞれ

の分野の原子力産業が実際的な解決策をみいださねばなちなも（o、・
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PRESENT A/wo Yu'TURE･ OF TEIIi] U.S. NUCLEAR SUIE)PLY IymUSTRY

                                   '

                        Francesco Costagliola,
                        CommissioneT, U. S. Atomic Energy Commission

       This address consists geneTaUy of three parts: the p]resent size

  and nature of the U.S. nuclear supply industry; the projected increase

  through 1980 in markets for nuclear goods and services offered by the

  U.S. supply industTy; and consideration of pol±cy guestions of national

  and industr±al importance ±n the 1970-1980's.

       The present U.S. nuclear supply ir}dustry is broken down into four

  general industry sectors for anaiysis. ewhese sectors cover the nuclear

                            '                '
  steam supply system, the nuclear fuel cycZe, turbine generator and

  associated equipment; atnd the rema±nder (which consists princ±paUy of

  plant engineering and construction). The estimated annuql U.S. business

  volume for each of these sectors is approximatelsr $500 million in Z970.

  Competition in the sutpply industry, faetoTs whach tend to increase or

  lirnLt the number of supplieTs, and goverrment,al interest are discussed.

       Xn considering the nature of the-future supply industry in the

, U.S., the magnitude of the future market fo.r the various sectors of the

  nuclear bus±ness is piresenicea. The latest AEC pTojection of the

  cumulative U'.S. nuc]eaT market through i980 is: capital value of

  installed nuclear power faeilities---25 biilion; U30s reqUiceeMentS-'-

  4 billion; UsOs to UIP6 conversion--400 million; uran±um enrichment--

  4 bUlion; fuel f."tbrication---4 billion; chemical reprocessing----500 million.

  Needs in these categories for U.S.--type reactors expeeted to be instaUed

  ab]?oEtd by 1980 w±Ll be discussed. [rhe capital investment for these power

                               tlYSijptec-4:--(2)



plant,s by that time wUl exceed ES15 bi.llion. U.S. Goverrment ±nteresic

in maintenance of e) competitive industv}r w±ichin the U.S. and in £air

tv:nd free competition in future domestic and internat±onal ma]rkets wUl

be described.

                    '
     "i'he magnibede of the grozg±ng worlct-wide r･iuclear power market w±ll

                                                       ge
engender industirial and ±nternational situations which wili require

careful considers.:tion and resolutlon. Without proposing solut±ons, the

paper enumerates s.nd discusses some of the more importan"v' of these

questions, for which governments and thGir respective nuclear industries

must find workable solut±ons.
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パネル討論会：ナショナル・プロジェクトと国内の協力

パネル討論会の開催によせて

　　　　議　長　　　清　成　遽

　　　　　　　　動力炉・核燃料醐発事業団副理事長

　Nat三〇na董Pr◎，e醗として動燃事業団がやっている新型動力炉の開発は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1．未知の分野の研究開発で不確立要素が極めて多い。

2．　窪0年間に細よそ2，000億円を要する巨大Pr◎jectで、大学、研究機関、

産業界のすべての力を結集しなければならない。

5　時期を失しては極度に価値が失なわれるというような特質をもち、このよう

　なPrQjectはわが国では誇そらく最初であると思う。

　　わが国がこれから取組まねばならぬBig　Scie旦ce例えば宇宙開発、海洋開

発等も大体同じような性格であることを考えると、この動力炉開発はこれらの

試験ともいい得る。

　　このような意味からこのNatio皿al　Projectを成功させる鍵として、国内

各層の協力ということをテーマとしてこのP翻e1　を持つことは大変有意義と

考える。

パネルー｛一1一（D



パネル討論会　ナシご’ナル・7神ジエクトζ国内の協力

　　　　　　　K3y蕊ote－A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佃木讐（子力研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：鑛開議蝿室養天野魂

　原研に旨いては数年来、動力炉の研究、粥発を業務の主柱の一つとし、押型転換炉について

は、炉型選定の検討評髄作業と設計研究を各界の協力を得て推進し、高速炉については実鹸炉

の概念設計と関連研究を実施してきた。昭和42年喋0月に動燃事業団が設立され、これらの

成果を基盤にして、ナシ詳ナル・プロジェクトとして官民一俸、国の総力をあげて開発を進め

ることに：なったことは、原研としてもまことに喜ばしいことと思っている。

喋．　研究、’醐発と原研の没割．

　　準備段階に点いては練研が開発の中心的役割を果してきたが、動燃事業団の設立とともに

　その中心が事業団に移ウ、一時的には原野の研究老もとまどったが、プロジェクト発足以来

　｛年余りの年月を径て、その間に自ずから原研の分握業務の範囲も1弱らかになり、協力体制

　が整ってきたと思っている。鋤力炉の開発はいうまでもなく、非常に巾広い研究と技癒の上

　に成立つものであり、類の設計、建設という業務を中心として、炉に密着した開発澄よび開

　発研究と、それを文える関連基礎研究とから構成されているQ開発と開発研光はプロジエク

　トの計画管理の中に組込まれて厳重な管理を受けるものであるが、薦連基礎研究と明確に区

　別して考えることが必要である。

　　このようなプロジェクトの体制の中で原研の受持つ没割りは、開発研究と関連基礎研究の

・かなりの部分を担当することである。開発研究は当然のことながら、プ貰ジエクトの中で計

　画されたものを受託するという形で協力し、i封連基礎研兇は動燃事業団とよく連絡をとりつ

　つ、原研独自の業務として進めている。このような考えに感づいて、45年度はすでに26

　件の受託契約を精んで澄シ、来年慶はさらにこれを上廻る件数の受託を予定している。

　　これら受託硫究のほかにも、療研は国家予算の機構の中で苑饗Rを濾、じめとする大饗原子

　炉の建設経験をもつて：詮り、とくに高速実麟炉については、建設子等についてもコンサルタ

　ントとしての協力ができるものと考えている。

2．人負の確保について

　　動力炉翻発という大プロジェクトを推進するに当って、資金の確保以上に難しいのは人員

　の確保である。動燃事業団で作られている開発計画を展1絹して行くとすると2～5年のうち

パネルー4－A一（1）



に急速に動力炉囲発人口を増やす必要がある、他の分野の既成の研究者、技術者を転用する

ことは当然考えなければならないが、それには自ずから限度があり、大部分は新人にたよら

ざるを得ない。1憂：秀な噺人を確保し、これを早急に育成する必要がある，，新入の確保につい

ては大学の協力にまっところが多いが、濤成については原研も大いに協力し得るものと思っ

ているb’創立以来の動力炉朋発関連研究、原子炉の建設などを通じて、基幹となる擬究者、技

術者は原研の中に育つでお湧、これを中心としたグループの中で、実務を磁じて育成するの

が最も早遭であろう、，

　プロジェクトの中心である動燃事業団においては、事業団に集める基幹要員の確保はもち

ろん大切であ皇、原研も含めて各界が協力しているが、大学、国公立機関、民間を含めた全

体の人員計画についても検討し、これらの蜘剣にいる研究者、技術者をそれぞれの機関に誇

い牟ままで、有効にプロジェクトの中で生かすよう考えてほしい。

パネルー1－A一（2）



パネル．討論会：ナショナル・プロジェクト困内の協力

Key　翻◎柔e－B

膏！挙孤高庁一子力局

　動プコ炉開発課長　鯵　塚　義　徳

　哩．　将来のわか構に湊・騙る電力六国のごく部分ぼ、底子力発電によって鮪わナ研・ことになる。

　現在実用化されている階子力多三電炉は、米霞で開発され介寧ノ」（炉を主流としているが、この型

は、濃縮ウランを燃醸どll』る○で、核燃骨の安定供給の藤で不安なしとせず、ま尭資源の沽矯と

いう面からもウシンの持つエネルギーを1％程農：しか勲序できないので、将来：大蓮く紳びる原子

力発電を軽水炉のみに依存することは鞄策ではない。

　2・　この浄め、嚢しい型の発電炉が翫発されることが必袈である。浄とえ依、猿縮ウランを使

用しないで、ウランの狩つエネルギーの玄部分を髭面できる画欺的フ鰹・のとして、高速増殖炉か

考えられ、伊方、天然ウランを略記として痩馬でき、しかもエネルギー剤伸効率の良い藩・6）とし

て、新型転子炉が考えられる。世界各愚とも、こうし浄新型動力炉め號発に真剣に敢り組んでい

るが、わが随で番・、動力炉山止懇談会の幅出を紐て昭和轟1年に涼子力委員会か、これら二つの

動力炉を自主法発するとの方釘を決定した。

　この方針に基づいて、政府に濯いて具体化が進められ、この露発を担当する轍閑として昭和42

年τo月に法律に基づく「動力炉・核燃料開発事業団」が両立さ煮出。

　5　動力炉開発についての蝕の方釘は、源法力委黛会の議を姓て、内閣総理大臣が昭和45年

5月に定めた「動力炉・核燃料開発雨露麟の勃力炉翻発業窃に関する基本方針」に痴いて示され

ている。

　すなわち、高速増勉炉を昭和60年越の初めに、ま尭新型転換炉を昭和50年代の前半に実用

化するため、原蟄炉の建設回転までの開発を自橡として、蜘係香界の総力を縮集し浄いわゆる、

「ナショナル。プロジェクト．1として、霞王活発を進める。その山農点は次の通りであるρ

　（1）島速増殖炉隙蜜炉として、竃気出力20～乙。万齢のナトリウム冷却型を5窪年度頃臨界に

至らせる。ま売，燃繕照射施設として熱鋤力霊e万齢の災験炉を47年忌頃臨界に至らせる⇔

　新麹転狭炉樒饗炉として、電気出力約20乃轍の重：水滅速沸騰軽水冷却型を4？年度頃臨界に

至らせる。

　これら原型炉の画讃の具体的爵画彰こつ1ハては、評価灰討を稚て決定する。

　（2）　陶係各界の協：カを確保し、動熱弓張団を中核とする一元的旧任体勧の毫・とに開発を行壕う。

容ネルーt－B－11〕



　（5）1粥発業務は、別に走める基本謝画（各開発段階に応じて作成）にし浄がつて、効率的、謝

画的に実施する。特に諭画の菅理を合理的に行なう。

　〔4）　海外技術の沽片を¢柔かるπめ、匡i際協力を活発に行壕う〕

　（S）　開発資金は、国家資金によるほか、原塑炉建設黄の半分を民間の拠出に期待する、

　㈲　開號業務を効率的に行なう鷺め、桑務委託を行なう。

　の　専門的《材は亀関孫谷界からの滲加によって確保する。

パネルー1－B㌦ほ1



パネル討論会；ナショナル・ブなジエクトと国内の協力

Key　理。圭e－C

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東点工業大学工学部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　垣　花　秀　武

4。　ナショナル・プロジェクト企：画の条件

　　ナショナル・プロジェクトが企：画される条件は、

　（1｝その企画の達成が、一国の経済にとって必要欠くべからざるものであるか、あるいは極

　　’めて望ましいものであること、、

　②　成功の条件が国内的に存在するか、少なくと竜その成功の可能姓が存在すること。この

　　場合・成功と嫁単なる狭義の技術的成功を意味せず・国際的競争に打ち勝ちうる技術的・

　　経：済的成功を意味する．。

乞　原子力に関す・る日本のナシ耳ナル・プロジェクトが企画された条件

　　原子力に関する罠本のナショナル・プロジェクトが企画されているのは、

　ω　その達成・成功が、B本の経済にとって望ましい。

　（2｝達成・成功の可能性があるとの絢断に基づいているも¢）．と思われる。

るナシ財ルヴ．・ジエクト達成の条件

　α）その達成が国民経済にとって必要欠くべからざる竜のであり、しかも技術的条件が整っ

　　ている場1合は、統一的な企画実行機関が能率的に実現化すれば寅い。

　（2）その達成が必要欠くべからざるものであり、成功の技術的条件が可能性としてのみ存在

　　するならば、経済性を無視して早急に可能姓を現実性にすることにより、ωの事態に帰着

　　せしめるq．それが不可能、潤たは困難な場合は、国際的視野に立って問題を解決する。

（3）経済的に望ましいものであり、成功の条件が整っている場合は、ただちに実行し能率的

　　に完成する。

（4）望ましく、しかも技衛が可能性としてのみ存在する場合は、可能性を現実とするために

　各界を動員するとともに、望ましさの程度を他のナショナル・プロジェクトと比較しなが

　　ら、事を処する。

4　国内の協力体制

　　ナショナル・プロジェクトを遂行する上の國内の協力体制は、蔚述（1｝、②、（3）、（4）の区分

に従って目ら異なる。ω、（2）の場合は、単純であ凱最も優先的に言わば強制的にも協力が

ノぐネノレ「　望　一q一（1｝



行なわれねばならず、多くの場合、1 ｦ力者の犠牲をも要請される。

　　ただし、②の場合は、時間的制限・経済的制限を厳守して、プロジェクトの企画に大胆で

　あると同様に、中止と転進にも大腹、卒直でなければならない。（3）の条件が満たされる場合

　は、受益者が資金的投与を行ない、関連技術の総合協力を行なわせれば良い。

　　最も協力が必要であり、しかも協力の成果をあげるのが困難なのは（4）の場合である。この

　場合、確実な将来の見通しがないから、国またはそれに代わる公共団体の強制力もなく、確

　実な受益老もないのであるから、経済的必然とし℃の資金供給もないわけである。したがつ

　て、

ω　各協力者の協力も霞ら限界があ鉱その限界を確認した上での協力体制がとらねばなら

　　ない。いたづらな強制と、いたづらな口約束・空手形は事態を空転させ、達成すべきプロ

　　ジエクトすら不成功に終らせる。

　（2）各々の協力の限界を越える場合は、協力者がそれに対する見返りを要求する。

　　また、逆に限界を越える協力を要請する側は、それだけの見返りを与えるという基本的態

度を堅持せねばならない。そのような、正しい意味でのフレキシブルな部分の存在によって

始めて可能性が現実性となりうるのである。また、他のナショナル・プロジェクトに比べて

実現の望ましさも増大するという効果ももたらされるのである。

5　原子力の日本のナショナル・プロジェクトを達成するための条件

　　原子力に関する日本のナショナル・プロジェクトは、高速炉であれ、新型転換炉であれ上

述の5一ωの範陶に属すると言うべきである。新型転換炉の場合は、技術的要素が整ってい

　るので（3）の面隠に属すると見る意見もあるが、そめ国際的競争性を考慮するならば（4）と言わ

　ざるを得ない。

　　したがって、各協力グループの協力の資金的・人員的・時間的眼界を明らかにし、ついで、

そのような協力では恐らく達成が不可能となるので、そのような合理的・経済的限界を越え、

　また、越えさせるための条件を見い出し、それを実行することである。

パネルー1－G一（2）



パネル討論1会　ナショナル・プロジェクトと国内の協力

K¢yN’o重e－D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動力炉・核燃料開発事秦団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事　武　安　義　光

　動燃事業団は先に述べられた基本方針細よび基本計画の線に沿って、鴨島計画を具体化し、

予鋒を作成し政府に澄ける決定をまって、業務を進めている。

　大規模な研究開発計颪自体の難しさの他に、事業団は、法律によって設立され、さらに予算

の大部分を政府資金によっていることなどのため、他の一般の特殊法人と同様な種々の規制を

受けがちである。また各界の人材の吸収を図ることのほか、異った畑で育つた人々が集まって

仕事を進める上での運営上の難しい問題も多い。

　しかしこのような大規模なプロジェクトを完成させる上での困難というものは、単に研究着

発の実施それ自体にあることはもちろんであるが、この種の組織の運営、プ質ジエクトの管理、

関連する制度の取扱人事管理等々の事務的事項の処理を、いかに適砿に行なって行くかという

ことにもあり、しか竜これらの問題の処理自体が一つの実験であり、開発であると考えて事業

を円滑に進めて行くための努力をはらうべきものである。

　以下いくつかの事項について述べる。

1，　事業計画は前年の8月までに立案し、予算案を作成して査定を経て、前年度末までに出資

　枠として決定される、年度に入って実行計画を改めて策定し、実行面での弾力性は一応認め

　られているが、個々の査定、積算に拘束される要素があり、正確な一見積りの困難癒研究開発

　の実施に不便をきたすことが多いっ

2。現行の予算鰯度自体は磁年度制であわ、数年にわたる研究等についての予算面での継続性

　がとられない。綾た施設の建設や資材の購入については次ギ度以降に対する契約の債務負担

　行為額、いわゆる曖醇によって継続性を確保する方途がとられているが弾力性に乏しい。

5．研究開発自体が一回限うの仕事で、かつ不確実性が多いのであるが、このため請負、委託

　等の契約に際しての費用の見積鉱算定等に際し、この要素をいかに見込み、合理的に行な

　うかについて研究すべき分野が多い。

4　大学との関係については現状は小規模の委託研究、教官の個人としてのプロジェクトへの

参画という形が主体であるが、さらに規模の拡大を園りうるよう、制度面を含め、途が開か

　れることを期待する。
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5．　プロジェクトに従事する専門家については客方面からの出向等に多くを期待しているが、

　人数の確保のほか、出向者の処遇について給与ベース、給与体系等の面で種々の閥題がある。

6・動力炉開発計颪を国のプ旨ジエクトとして円滑に進める土に、各界の協力を得ることが不

　可欠であるが、このためプロジェクトの1生盗、特注、運静7）契体、直面している問題点等に

　ついて、常に十分な理解を求めるよう努力を必要とする。また、これと反対に各界の意見を

　常に把握することが必要である6

　最後に動力炉開発計画を国として取わ上げた趣旨を再確認し、政策面の強力なバックアップを

を期待したい・。
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パネル討論会　：　ナショナル・プ・ロジエクトと国内の協力
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パネル討論会茸ナショナル。プロジェクトと国内の協力

Key　No重e一亙

電気事業連合会

　原子力部長曲依祥一

　原子力発電は実用化の段階に入り、各地で建設が始蜜っているが、将来の原子力発電型式の

本命は高速増殖炉であろう。欧米諸国ではこの高速増殖炉の下男撃発にはすでに積極的に取り

組んでいることは周知のとおりであり、か縛りの実績をあけている。

　わが國に痴いても、この将来の主流たる高速増殖炉をまずオーにナショナル・プロジェクト

として取り上げ、その研究麗発を行なうことは当然であろう。

　しかしこの型式は、その費用化までにはまだ多くの問題点があり、蓬尭多額の資金と多数の

人員が必裳である留め、いま少しの時日を嬰するであろう。

　し浄がつて、高速増殖炉が実用化される蓬での闘、現在の醗水炉より燃料効率のよい高性能

転換炉が期待されるので、この面でも努力をはらうのは当然であろう。

　国の基幹産業であり、かつ公益事業である電気事業は、旺盛な即下の獅びに対処するために

は毎年10％劇評の設備増加をしてゆか壕ければならないが、該備増加のほとんどを重抽火力

の翻発に頼っているのが塊状である。重油火力が増加し舟場合・それによ参派生する諸問題の

解決をはかる脅めに竜、少量で強力なエネルギーを発生する綜子力発竃の開発に大きな期待が

寄せられるのである。

　原子力国電の開発が大いに進んだ場合、核燃料の磯物買に憎まれる莫大な潜在エネルギー源

を可能な限り活用できる万同へ研究開発の目的が向けられることは自然であり、まか必聴なこ

とであるQ竃気事薬としてはすでに美馬化さ滋つつ勘る軽水炉と競合しうるか、あるいはこれ

をよ回る縫揖性を有する高速増殖炉あるいは新型転換炉が早期に実用化されることを切望する

竜のである」

　ナショナル。プロジェクトとしてこれらの炉型かすでに決められ海以上、國としては強力な

施策を講じて、縫循変動あるいはその他の綬函にわずらわされること宏く、長期にわ脅ってこ

れか研究開発の推進をはかっていただき脅い。竃気事業として療このプロジェクトに対しては

惚々の面において臨力をするつるりでいる。

バネノレー｛一F一｛11



・パネル討論会：ナシヲナル・ソ雛ジエ〆トと国内の協力

’　Key　 No重e－G

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京芝浦電気株式会社原子力本部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　技師長森規　辰雄

て．　プ撮ジ土クトが成功するためには、しっかりした計面とその管埋が最も重要で、このため

　には資金、人、設備語詣び情報をタイムリーに投入することが不可欠である。

乞蝋鞍団欄発す硝璽騨炉と継轍炉のプロジエ郷は尋のプロジェクト鍼

点するrごとによって駅全体赫琶益を得ることができるので、ナ弾ナ…プ・ジエクトと

　して進められていると諒解する。ナシヲナル・シロジエクトについては、その計画と蟹理な

弊＠隷腰嫡金姻働纏糊）カ・担当し・蝶界は人・灘・情鰭臓正な
寿価で供給することによってプ・ジェハに｛勧するのが妥当であると愚う。

5　メーカーは、動燃事業団から機器、装置等を受注してこれを設計製作し、据母等を行なう

　ほか、研究、開発等の業務を受託してプロジェクトに協力することができるQ

4　わが圏は、明治切めから今佃までの旬。年間には、主として先進諸国がすでに闇発し、実

用化の域に達した技術を三極的に導入し、これに改良を加えながら実用化することによって、

今日の工業国に成長したのであるが、もはやわが国の技術力は先進諸国に接近し、製晶市場

　で激レぐ競争する立場になっている。今後はこれまでのように技術を導入することは極々の

問題があり、われわれは自からの技術力を活用して、二分讐で基礎技術の粥発から得られた

技樋を実用化するまでの技爾能力を瀕養する必要にせまられている。しかし、基礎技爾の闘

発についてすべてを独力で行なうことは不得策であって、技術情報を積極的に交換すること

　をはかり、わが国が技三囲発の孤児とならないよう努める必要がある。

5．動燃事業団のプロジェクトは、漸技術の開発をナショナル・プロジェクトとして進める試

金石となるもので、政府、動燃事業國、座業界、学界とも考え方を赫たにしてプロジェクト・

　を成功させることによって、わが函が工業国として今後発展するための薪しい出発点としな

　ければならない。

ム　プロジェクトの逐行には必ず危険を伴うが、この危険を如何に含理的に、飼民（政府）と

塵業界が分担するかについて十分な協調がなされなけれはならない。

Z　わが国はプロジェクトに多くの蘭係者を協謝させて進めることの経鹸にとぼしく、現状で

は上手でない。競争には強いが協調は下手であると茜われている。各界とも協力してこの欠

パネルー4－G一ほ♪



点を解決する訓練が必要である。これには行政制度、産業構造、平業国としての歴史、市場乱

社会環境、教育等、聞題が多いが、早急に解決する必要がある。

a　わが国の原子力発萢に関する技術力は、最近二、三年の間に急速に進んで澄り、特に発電

所の建設需要が急に増大しているために、愚力会社論よびメーカーの技術能力は著しく闘上、

　した。また研究所、大学等での原子力基礎技術の研究も進み、研究者の数も増加している。

　しかし、これら技術者、研究者の数は、最近の急速な需要に対しては未だ非常に不足であり、

その技術乖力も十分ではない。今日・最も重要なことはこれらの数少ない技術者・観究者を

如何にして最も有効に組合せてその能力を発揮させるかを計画し、これを管理することであ

　る。これは、動燃事業団のプロジェクトを成功させるために緊急な問憩と考える。

皇　大規模なプロジェクトを計画し、これを管埋することは個人の能力では不可能であって、

多ぐの関瀦を有効に協調させるためには・鯉的婦画・騨の技法を腰とする・そし

て勧し分担す碕関係都よくプロジェクトの内容鱒解し・熱それの分担する糊を完

遂するための自信を持つようにならなければならない。このために、合理性を欠いた無理な

計画管理は、プロジェクトを成功させるために最も悪い影響を与えるので注意する必要があ

　る。

掩大規模なプロジェクトは多くの構成プロジェクトに分割され、多くの関係者が分担するこ

　とになるが、分担の範麟の決定について幽係者はよぐ打剥せる必要がある。

1t囲発的なプロジェクトには、その進行途上で、当初の計画ど詮り進めない場含が起こるこ

　とがある。したがって、この樋のプロジェクトの計画とその管理は、常に弾力的に進められ

　る必要がある。
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電力需給と原子力発電の見通し

中央電力協議会

　専務理事山崎久一

　わが国の経済はきわめて好調のうちに推移して依然として高水準の成長を続けており，これ

に伴い電力需要も著しい増勢を示している○

　電気事業に趣いては至0年程度の長期的な需要予澗を行な！へこれに対応した供給力充足の

ための電源開発計画をたてている。

　本年はじめに設定した長期計画では、今後の需要の動向を産業需要の伸び、国民生活水準の

向上などを考慮して、電力量年算均増加率で48年度まで約9％とみ、以後52年度までを8

％とみている○しかし最近特に夏季のピーク電力の伸びが著るしいので、これを48年度まで

年約10％とみて想定を行なっている。

　これに対する供給力を充足するため、必要な供給予備力7ないし伺％を含めて電源開発計

画をたてているQ

　しかし近年、41年度以降従来の予濁以上好調の波が続いたため，将来計画の中で44，45

両年度は必ずしも十分な供給予備力を保有することができず、需給バランスから見るとやや窮

屈になる見込である。しかしこれは一時的現象であってやがて正常に復する見通しとなってい

る○

　今後10年閥に開発する電源は4045万騨で、その内訳は水力爲51万Kw、火力5820

万KW、原子力知92万KWとなっている○・

　電源設備は42年度末計4270万KWでその内訳は水力5Z4％．火力622％、原子力α4％

であった竜のが52年度末には計鷹兆引4万KWで、その内訳は水力255％、火力62．8％、原

子力往ア％という講成となる。

　以上は運転を開始する出力であるが参考として着工する出力を示すと，窪0年閲通算して合

計出力はao54万KWとなり，その肖訳は水力14・6％、火力559％、原子力5t5％となってい

る○

　原子力発電計画は、前期6力年間に5基258万KWの逮開、17基1，098万即の着工、

52年度までの窪0年閥には、堵9基奄・156万KWの達開、55基a558万KWの着工という

計画となっている。

　な齢計画に当っては将来に鉛ける原子力発電の経済性向上、エネルギー需給の動向、公害対

　　　　　　　　　　　　　　　　　→投言薄渉ミー　rl　一一　課　一（1）



策などを考慮して、積極約に原子力開発の推進をはかっている。その結果電源開発の構成比率

は前期6力年は25％、後期4力年は40％となっている○

　ユニット容量も当初50～40万KW級から漸次50万KW級，75万KW級を採用し、48

年度からは100万KW級を着工することとなっている。

　西日本に器いても75万1鮮級が49年度着工となっているが、将来計画に於いて基幹系統

の強化が進められれば、さらに中央部なみの大容量化が進展することも＝考えられる○

　今回計爾による核燃料累積量は52年度までにU308で概鋒・5フ。0トンと推定されるQ

一般講1寅一　1　一一1　一（2）
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軽水型原子力発電所の建設状況

1 敦：賀原子力発電所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼本原子力発電株式会社技術本部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副本部長　浅　顔　忠　一

　日本原子力発電会社が，茨城県東海村の東海発電所（166MWe）に次いで、福井県敦賀市明神

町に建設中の敦賀発電所は、米国GE社製の直接サイクル8WRを使用した出力ろ22MWの原

子力発電所で、この型のものとしては、日本原子力研究所・東海研究所で昭和58年目o月か

ら運転を開始しているJPDRに次いで才2基目に当る○

　敦賀発電所の性能・安全性等については、すでに多くの文献で述べられているので、ここで

は最近の同発電所の建設状況と、建設過程中に問題となった諸点について簡単に述べるヒとと

する○

　1．　機器の製作状況

　D原子炉圧力容器：パブ日立呉工場で製作され、先行発電所であるOysteどCreek，

τarapurの建設経験から一部手直しを行なったため、予定工期より少し於くれて45年歪0

月製作を完了、工場での各種試験をへて11月初旬工場出荷、11月12日現地据付けを完了

しているQ

　2）タービン発電機：GE社のSche加。捻dy工場で製作されたが、工場のストライキのた

め工程が細くれるので、部品毎に出荷する方式を採ったところ、45年末の米飼東海岸港湾荷

役労働者のストライキの影響を受け、現地到着がおくれている0

　5）その他の機器：国内で製作された主復水器（東芝）、主変圧器溌よび起動用変圧器（と

もに三菱）はすでに据付けを完了して旧り、制御盤・計測器の一部と燃料取替装置などがまだ

米国で製作中であるのを除き、すべて現地への搬入が終っている。

　2．現地工事

　D格納容器於よび原子炉系：前述のように原子炉圧力容器の据付け完了後、圧力容器内構

造物の取り付けが開始され、44年2月中には制御棒ハウジングその他の仕事は完了し、一部

を残して再循環ループ系も完成する予定である○初期炉心粥燃料の現地搬入は44年初夏、燃

料装荷は同年8月を昌途として努力されている○また、原子炉圧力容器の搬入が予定より溢く

　　　　　　　　　　　　　　　　一般講演司一2一王一｛り



れたために，搬入用の開ロとして残されていた原子炉建屋の部分もほとんど工事を完了した◎

　2）タービンホール：復水器、復水脱塩装置、空気圧縮機等は工事を完了し、通水試験、調‘

整運転を実施して鉛り、主タービン発電機は現地到着のスケジュールにしたがってすでに据付

けが齢されて幅。

　5）サービスビル：中央制御室、化学実験室、ロツカー室等を含むサービスビルは，建築工

事を完了ゼ各室内の装置等の撮入を待つばかりになって訟り、中央制御室では米国より到着し

た制御盤・コンビ藁一タの据付・配綜力漢施されている・

　4）屋外士事：復水器冷却水系は取水設備、循環水ポンプ1『各種弁頚を含めて完成している。

屋外開閉所・主変圧器・起動用変圧器等の電気工嬢はほぼ完了して喬り、44年5月から特別

高圧での受電が’予定されて、いる○

・）その他続勲雌齢夢・捧・び・ンネ・レ肛紐横柚そ暇隊纏れ

て溢り、霞下精力的に工事が進められているQ

　＆　工事中の技術的諸問題

　大容量の直接サイクルBWRの技術はPmvenなものではあるが・発電所の建設途上で遭遇

するすべての技術的問題が晃全に解決しているわけではない。敦賀発電所の現在までの工事中

に齢こった主な技術的諸点としては次の項竃があげられるO

　D原子炉圧力容器の溶接、特にスタブチューブの溶接方法に関する問題0

　2）原子炉圧力容器の運転開始後のサーベイランスに関して初期状態の超音波探傷記録の問

　　　題。

　5）　ドライウエル外側、三体遮蔽壁の施工法に関する問題○

　これらの問題点を克服して、敦賀発電所越今年中の発電を目ざして鋭意工事が進められてい

る。

一般講演一1－2－1一（2＞



軽水型原子力発電所の建設状況

　　　　　　　　　　　　註 美浜原子力発電所

　　　　　　　　　　関西電力橡式会社

　　　　　　　　　　　　原子力部長岡野茂夫

壌・　発電所の概要

　ω　発電所仕様概要

機器名称 項 渇 1　　号　　機 2　号　機

位　　　置

i

福井県三方郡美浜町丹生

発電所
用地臨積 ㎡ 50〔ち000

工　　期 41，｛2～45」0 455～4Z6

建設　費 億円 500（初装荷燃料費含まず） 560｛初装荷燃料費含まず

形　　　式 加圧水型軽水炉 同　左

熱　出　力 MW で，05宰 t456

低濃縮二酸化ウラン2．9％ 同　左
原子炉 燃　　　料

約40トン 約48トン

制御方式 制御棒細よび化学綱御 同　左

台　　　数 台 ｛ 同　左

回　路　数 2 同　左

1次回路
蒸気発生量 1B／H 季，015×2 1，500×2

圧力、温度 旺力朽アk藪涜、平均混度508℃ 同　左

主要機器 蒸気発生器2台、冷却材ボンブ2台、加圧器窪台 同　左

形　　　式 円筒形アニユラスシールド付 同　左

格納容器 寸　　　法 m 内径554、全高6ゑ5 内径554、全高6＆e

台　　　数 台 雪 同　左

形　　　式 横置串形2車室再熱再生式 横置串形5車室再熱再生式

出　　　力 瓢W 540 50G

汽　　機 回　転　数 「・P弓rn 1βoe 同　左

蒸気条件 552k％菰270℃ 55k多・励．269’C

台　　　数 台 1 同　左

形　　　式 5才胴転界磁形（水素冷却） 同　左

定格容量 厳VA． 400 568

発電機 力　　　率 ％ 85 90

周　波　数 G／S 60 同　左

台　　　数 台 ｛ 同　左

容　　　欝 簾VA 570 525
｛

主変圧器 電　　　圧 Kv 1次雀7、2次275 同　左

台　　　数 台 1 同　左

一澱：講演一1－2鳳狂一｛1）
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　2．建設エ事の現状

　1号機は、着工してから2年5ヵ月、工期の半ばを過ぎ、すでに格納容器、タービン室、放

水路、放水ロ涛よび特高開閉所等が完成し、現在、格納容器内・外部しゃへいコンクリート、

ボイラ補機室、中央制御室慶よび取水疇の諸工事ならびにタービン、発電概、復水器等の据

付工事を実施中である。

　2号機は、着工してから壌0ヵ月、本年覧月から格納容器の組立を開始し、これと併行して、

タービン室の基礎工事を実施中である◎以下は、歪号機の建設状況について写真等によって説

開する。

写輿t　発電所全景

搬講’演1－2・一一1［一｛3）



写真2　発電所全鑑

　ω　原子炉関係

格納容器の夕刑しやへい・〃リー嘩ピ地上高さ54m、厚さ77㎝）は、82％打設

を終了し・格納容器の内部では、原子炉容器、蒸気発生器のしゃへい壁、ならびに、これら

機器の支持金物の取付を実施中で、4月以降ポーラクレーンの据付を行ない、これに引続い

て原子炉容器、蒸気発生器の据付を予定している。

　ボイラ補機室は、現在、10m床のコンクリート打設を実施中で、今月から地下室に設置

する各種タンク、ポノブ等の補機類から据付を始めている。

臨画
麟

写真5　1号機格納容器外部しゃへい工事

嗣般講演一肖居2一∬一（4）



　　　　鍵鳶。
蟹慧聾

　　　　　　　　　　　写真4．　2号機絡納容器組立エ事

　（2｝　タービン発電機関係

　タービン室の建築工事は、ほとんど終了し、現在、塗装、各階床のモルタル仕上げ等を実

施中である。

　機器の据付工事は・昨年9月に脱気器の据付を完了し、伺月から復水器の現地組立、本

年1月に発電機の吊上据付、2月からタービノの据付を実施して下り、5月には純水装置が

使用可能となるので・逐次、補機の試運転澄よび配管等のブラッシングを行なう予定である。

麟・発電機固定子の聾は225・であるカミ、タービン室への吊上はボールアップ方式を採

用し、天井クレーンの容量を軽滅さぜている。

饗
懇懇 灘 幽 幽縁灘二曲◎ξ享

写真5　取水口工事

　　一般翻寅一壌一2一五一1δ｝



　　｛3）特高開閉所関係

　　特高開閉所の建屋は、先月完了し、今月始めから、遮断器、断路器等を据付中で、本年6

　月起動変圧器の据付を行ない、7月には、275KVの受電を予定している。

　5　所　見

　原：子力発電所の建設は、初めての経験で、現在、｛号機が工期の半ばを迎えた毅階であり、

不十分な資料であるが、私達が特に留意している事項と、今迄に気付いた点についてご紹介し、

参考に供したし～

　　ω　建設当初から、原子力発電駈について、関係各：方面の理解と協力を得るため、PRセ

　　　ンターを早期に三音するとともに、建設要員の優先採用等、地元民との協調に留意して

　　　いる。

　　（2）　講内配置上スペースに余裕があれば、タービン室と特高開閉所の距離は、即き目に計

　　　画すると共に格納容器廻りは、空地を広くとるのが好ましい。

　　（3｝耐震設計訟よび放射線しゃへい等のため、コンクリートの壁や床は、相当な厚みで、

　　　しかも配筋量が非常に多いので、機械基礎、配管貫通部、同支持金物等は、コンフリー

　　　ト打設に先立って確定して鉛ぐ必要があり、これ等の設計や材料手配は、火力の場合よ

　　　り相当早目に行なう必要：がある。蜜た、コンクリート形枠の取付にも特殊な：考慮が必要

　　　である。

　　（4）増設エ事分も含めて、放水路、循環水管、排水管、クーブルピット等地下構造物や、

　　　ハッパを必要とする掘削工事、攻らびに構内道路は、建設工事の初期段階で施工する方

　　　がよい。

　　㈲　一次系の機器・配管類は・不純物があると放射能化されるのてこれを避けるため

　　　a　ステンレス鋼の採用による錆の発生防止

　　　b　機器の製作、保管、据付中の晶質管理の徹底

　　　c　据付後のブラッシングに純水の使用

　　　などが必要である。

一一ﾊ講演一｝一一2－lr一（6・



軽水型原子力発電所の建設状況

璽　福島原子力発電所

東京電力株式会社原子・力部

原子力部長　　野　村　顕　雄

　福島原子力発電所才4号機工事は、GEとターンキー方式による契約が結ばれて以来既紀2

年経過したが、この闘工事は順調に進み、併行して行われた当社の取水港湾施設工事る予定通

りの進ちよくを見，総合進ちよく率としては1月末日で55％に達した。そして来る4月下旬

原子炉圧力容器の搬入据付が行われる運びとなって癒り、昭和45年10月運転開始の目標は

現在のところ確保できるものと思われる。

　才2号機工事は出力784MWの沸騰水型原子力発電ユニットを建設するもので、昨年3月

・GEとの間に原子炉語よびタ・一ビン発電機の購入契約を結び、設計；製造を始めたQ懐たGE供

給以外の機器については東芝に一括発注する予定である02号機工事のための整地工事は昨年

9月に完了して澄り、また建築工事は去る｛月18日から鹿島建設の手で開始した。

　1・土木工事：タービン復水器の冷却用海水取水と荷役港湾施設のため、南北2本の防波堤を

含む港湾工事を行っているが、洋上の工事にもかかわらず順調に進み60％の進ちよくを見せ

ている。すなわち北防波堤ア65斑の内678顯3南防波腱94脱の内フ02mが完了し、物揚場護岸

工事も完了して70Gtonジンポールを据付け、圧力容器の荷役が可能となっているQ

　2　建築工事：昭和42年4月筆号機工事の基礎根切りを開始し、以来ほ慧2年を経過した

が、この間機械工事等との出合工事や詳細設計を進めながらの施工が多ぐ，必ずしも円滑であ

ったとは言い得なかったが、関係＝者一同の積極的な協力により予定通りの工程を守り得たこと

は特筆に億する。

　現在、原子炉建家は燃料取替床（標高ミ9斑）までのコンクリート打設を終了した。昨年6

月格納容器組立完了後行なわれた格納容器まわり遮へいコンフリート工事は、格納容器との問

に40麗の空閥を残すため苦心を払った部分であるが、これも標高59m迄打設を完了した。

　タービン建家は、運転床面迄の壁、床、タービン台工事が終窪し、現在クレーンガーダー受

げたコンクリートを打設し終った。

　廃棄物処理建家のコンクリート打設は、大型タンク類の搬入と交互に行われ、かなリ工程的

にむずかしい工事であったが、現在は地下閥仕切壁、床コンクリートの打設を終了した0

　5　機械電気工箏：昨年6月に臼立製作所の手により格納容器の粗立を完了したが、この工
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事も他に例を見ない程順調に進行したQ現在タービン室に機器の搬入が盛んに行われており，

復水器2基の内の1基．・復水ポンプ、熱交換器、空気圧縮機類が据付けられ、1引続き復水器の

残りの1蕊配管工事が行われている○輸入機器の内制御棒友び駆動機構、再循環ポンプ用

MGセット、主蒸気隔離弁を含む弁類が入荷して詮り，再循環ポンプは工場試験が完了し、間

もなく現地に到着するものと思われる○な誇タービン発電機の主要部分は、10月頃GEから

出荷される見込みである○

　当社工事の内、主変圧器、超高圧開閉所用機器は製造中であり．所内ボイラ、水処理装置は

現地据付中であう。

　4，運転準備：福島原子力発電所の保守運転のため、技術要員の教育訓練を計画し、昨年5

名の技術者をGEに派遣したが、さらに今年になって、シユミレータ訓練を含む研修のため

25名派遣した08月には幹部要員がすべて現地に勢ぞろいし、切月頃全要員が充足される

見込みである。

　プレオペンーシコンは、建設と平行して行われ、45年4月末頃迄には機器の据付はすべて

終了し、5月に燃料が装荷される運びとなる。
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核燃料資源の確保’について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電気事業連合会原子力部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部長代理　　三　宅　．申

瓢原磯電熱する騨離職ってきて紘昭秘5璽電力騨緬によ兎
ぱ「10年篠の昭和52年度末にお姓る原子力発電所の総出力は茎短00万KWに齢よぶものと

見込震れている。さらに昭和60年度の原子力発電所は、昭和42年の通産省エネルギー調査

会の見通しによれば、鷺00万～4，000万KWに達するものと予想されている。最近の諸

情勢を加味すれば、この見通しはさらに増大することも考えられるが、60年度の上記出力に

対応するウランの所要鍛は、U308で約窪0万ショート・トンになると算定されている。一方、

これに：対するわが国のウラン資源は、約5ρ00ショート・トンにすぎないといわれているので、

国内のウラン需要は、今後その厳とんどすべてを海外からの供給に仰がざるをえない立場にあ

る。

　一般に、自由世界に如ける既知の埋蔵髭は、U308ボン・ド当り1Gドル以下のものが約8δ

万ショート・トン，、0～45ドルのものが約78万ショート・トンであるといわれて孕り、

また自由世界各地域での探鉱活動の活発化、探鉱圏発技術の進歩などを考慮すれば、長期的に

はウランの需給について、とくに悲観聴すべき要因はないと考えられる。しかしながら、今後

10年間というような至近期間を考慮した場合、必ずしも全面的にウラン需給の見通しを楽観

視するわけにもゆきかねる現状にあ夢、とくに自由世界で、総計約1億KWといわれる原子力

発電計画に伴う大量のウランの潜在需要が、顕在化するとみられる1970年代の前半に於いて

は、ウラン需給に一時的逼迫をみるのではないかと亀いわれている。

　したがって電気業界としては、すでにカナダのデエソン社於よびリオ・アルゴム社とうO年

間にわたる長期購入契約を締結し、さらにスポット購入等を合わせて、約1λ000ショート・

PトンのU308を確保するとともに、米国カーマギー社、カナダのデニソン社との間に共同探鉱

開発を行なうなど積極的に対策を講じている。さらに、ウラン精鉱の確保のみにとどまらず、

転換、濃縮、成型加工の各段階に澄ける契約の締結を行ない、完成薪燃料の確保に努力してい

る。しかし、長期的にみるとき、この精鉱確保量は、前に述べた需要墨の｛部を充足するにす

ぎないので、電気事業は、今後の長期安定確保策についてさらに配慮する必要がある。

　ウランの確保方策については、長期購入・探鉱開発誇よびスポット購入の5方法を、それぞ

れの特色を生かしつつ、適宜組み合わせて弾力的に運用することが、もっとも妥当であると考

えられる。長期契約は、既知の埋蔵量・生産量を対象とするので、量的な安定確課の面では非常
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にすぐれているが、環期契約だけでは安定確保策としては不十分であるので、探鉱開発もこれ

を重視し、両々相まって長期安定確保策の推進をはかっていく必要がある。この場合電気事業

としては、長期契約およびその補完としてのスポット購入については、企業の自主性に澄いて

これを推進し、また探鉱開発については、当面関連業界と是，相協力し、もってウランの安定確

保の実をあげることとしたい。な誇、国に対しては、民間活動を円滑かつ容易にするよう、探

鉱・採鉱・精錬・転換・濃縮などに関する技術研究の推進、艮間研究開発の助成、民間企業の

探鉱開発に対する税制面での配慮、融資などの資金面に澄ける援助などを望むとともに、また

国に細いても、民間では手の及ばない地域に澄ける探査、探甜を行なうことを期待したい。

搬講演一｛一5一②



核燃料問題の現状

日本原子力発電株式会社技術本部

　燃料課長　　今　井　隆　吉

　1η　原子力発電所を建設する時、その初期装荷燃料の価値は全体の約20％に梢当すると推

定されている。炉寿命にわたる取替燃料を含めると200＄／Kw以上の価値に震り、世界中の

原子力発電か年闘ろ・000万Kwの水準に達すると年幡い兆円近くの産業となる。

　②　このような大親模産業が比較的少数大企業の支配Fに入りそうで、しか愁それか或程度

止むを得ない事情に基づいていることが近時問題となっている。ウラン資源が国際的石油賢将

の関心の的となっていることは知られているし、燃料を含めた炉心設計と燃斜管理は、原子炉

メ　カーのノーハウに帰属し、発竃所運転者の知識、経験が増加するまでは、当分の間、メー

カー依存の状態から抜出るには帯きた努力を必要とするであろう。

　◎　特にウラン濃縮はU308、成形加：L、再処理の4項目のうち、価値として一番大きな割

合を占め、し力魂国際的な独占の度合いが耳塞・強い分野である。米国原子力委員会の所有する

濃縮施設は現在民間移行か論議されてお堕、19フ0年代に新設の工場愁、国営、公社所有、

民有の形態がはっきりせず、将来の発電コストに身える影響がアメリカでる心配されている。

　（4）　ヨーロッパでは、英国、西独、オランダが遠心分離法による協力を大臣レベルで検討す

るなど、独立したウラン濃縮能力の獲得を真剣に検討している。篠縮コストの或程笈の上昇は

我慢するつるりである。西欧では超音速機、ノ＼工：衛星濠ど薗数陶の共同計画か多く、地理的に

孤立し脅わが国としては、重農な燃料資源の確保について酋欧の動向に特別の注目を払う必要

がある。

　（5）　ウラン硬編と硬用済燃料中のプルトニウムを含む燃斜問題は、同時に核兵器能力と関連

させ脅腸胃問題の一字として考えねは表らたい。核拡散防止粂約の甲立と共に、潜在的核能力

の拡散につなかる「技術交流」、　「軍事転用防止の保障指置」は抽象的論議に止まらず、年間

何誉億円以上のわ渉国将来の核燃料薩桑の動同を具体的に左石し侍る。世界の原子力の譜セン

ターと地壌的に旧いわが国が、独立独歩の政策を続けられるかとうか、核燃斜問題の貌状は国

除的な慮味合いがますます強まつ肯。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5月5日（水）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15：30～16：50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A会動

パネル討論会一2

　　　　　　　　国産化問題と開発環境の充実

　議　長

　　　村　田　　　浩　氏　　日本原子力研究所副理事長

　　　○　講演「欧米に澄ける原子力産業」

　　　　　　　　　　向坂正男氏　日本エネルギー経済研究所長

　　　　　　　　　　　　　　　　ハ不ル・メンハー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（五十音順）

　　　大永勇作氏　通商産業省大臣官房総合エネルギー政策課長

　　　倉　本　昌　昭　氏　　動力炉・核燃料開発事業団計画管理部長

　　　向　坂　正　男　氏　　　日本エネルギー経済研究所長

　　　柴　田　二三男　氏　　中部電力取締役

　　　高　市　利　夫　氏　　富士電機製造原子力部長

　　　田中好雄氏　科学技術庁原子力局次長

　　　森　島　国　男　氏　　日立製作所原子力部長

　　　横須賀　正　寿　氏　　三菱原子力工業取締役



バネ磯魚：腱燗題と醗鱗の充実

　　　　　　　　講演　欧米における原子力産業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本エネルギー経済研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長　圓　坂　正　男

鋤に開発体制哩況では・西ドイツ畔ぶものが多い・西ドイツでは商業炉の醗カミ鞭

以上に準んで澄り・新型炉の開発にも童欲的に取り組んでいる。軽水炉に関してアメリガから層

技術導入をしたとはいえ、原子炉メーカーは、すでに漂型炉建設り段階からPrl孤。　CO郎綴。£恥ゴ

と妙・技術鹸罐め謙器咽産化を達成し健設コストに諦ても・著しく安呪働

一将来その値上げの可能性がないとはいえないが、＿を提示している。天然ウラツの加圧

動炉・あるい繭温ガス炉誇らに高醐醐の醗幽幽な遡をとり・オ・夙ベ

ルギー、イギリスなどとの国際協力体制を組んで㍉イギリス、フランスからの蔚くれをとりも

どし、ヲーロツパに澄ける西ドイソの原子力開発に関する地位を確実に高めつつある。rはなは“

だ大ざつば ?肪であ砂・わ岬の原子加橿発磯状は酒ドイツにぐらべて・辮・あ．

るいはそれ以上立ちおくれているという印象を免れなかった。これを蚊り戻すためには、いっ

そう湖発体制を効率的にする必要があろう◎

　西ドイツの源子炉開発体制に関して注目され典ことは・政府の研究蛸発政策である・政府は

科学技術振興に関する支串の20、～25％奪涼子三関：発に岡け、研究粥発の段階に応じて援助

のやり方を変えつつ、大きな援助を与えている。とくに実証炉の段贈で、電力会社に思い切っ’

て手厚い援助を与え、商業段藩に入ってからは、技術改良に幽する原子炉メーカーへの援助に・

とどめている点である。また基礎三三、実験炉の段階から、原子炉メーカーの炉型捌分業体制／

㌍？帥．とらせて・それ鱒聯媛助するというや妨をとρている・このような方法が・‘

原子炉メーカーに開発の意欲をつよゆさせ、電力会社が、その謝発した炉を比較的容易に受い

禍ことを雌解．したものであろう・酊イツに海て・政鳳尉力諜・勧鮒カミ原孔

炉の朗発に関して、うまく膨調している点につ．よい印象をうけたが、その理由の一つは政府の

麟蝶にある、ζ概たのである・

購眠薩期嫡呼も・騨畷τ型三業鰭訪渡け瞭て・そ鰯｝究醗雌
欲を燃やすとともに、外国から導入した技術も、そのコピーが目的でなく、自己の技術鵬発の

チエ c材糀しは燭．し噛騨発鍋基礎とするためであるといつ轍㈱穆発の自主

的な態度が貫かれていることが目立つ。
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　第2に、わが国の原子力産業を発展させるに詣って、市場規模と研究開発の先進性という観

点から、原子力産業に語ける競争秩序をいかに考えるべきか、という閥題がある。アメリカの

ような大きな市場規模と’先進的な巨大二業をもつ・ている国に診いては競争促進政策がとられ、

市場規模が小さいヲーロソバ諸国にお・いては、炉型別の分業体制がとられている。現在予想さ

れている市場規模と、醐発の立ちおくれからみてわが国では、ヲーロツパ諸国の政策、そのな

かでも、とくに西ドイソのいき方を参考にすべきだと考えられる。ヨーロッパ諸国では、伝統

的に分業体制の理念が産業界に行きわたっているが、原子力虚業のように国際化の必至な産業

に涛いては、当然各国の間に輸出競争が展醐されるので、分業体制の競争抑制によって海こり

べき弊害よりは、醐発の効率化という効果の方がより多く発揮されるように考えられる。．一方

核燃料の供絵体綱については、アメリカおよ．び西｝寸イソに澄けるよう．に、炉メーカー夙外に独

立の燃料メーカーが存在し、その発展によって適当な競争状態が形成される方が好象しいと考

えられていることを注目すべきである。

　第5には、ヨーロッパ諸国において、原子力産業にとっては、輸出市揚の湖拓なしにその発

展はありえないという考え方が官民に浸透していることである。アメリカは炉そのものり輸出

よりは技術供与によって、利益をあげよう．としているが、イギリ．ス、西ドイソ、フランスは、

三門市場の開拓に真剣である。イギリスはそのためにA．EAと原子力産業を含め、開発体制の

再編成に乗り出した。効率的な開発体嗣をつくり上げることによって、これまでの輸出市場開

拓の失敗をとりもどそうと躍起になつ。ているのである。西ドイツでも、軽水炉の輸出はもちろ

んのことであるが、加圧重水炉の開発に当ってに、天然ウラン産出国向けの輸出に適するとい

う点を考慮にいれたレ、第4号としてアルゼンチン向け揃出に成功した。、わが国の原子炉醐発

の現状からいって、すぐに糊出市場囲拓を目標に：かかげることはいささカ1飛躍しすぎるにして

も、わが国の工業力を考えた場合、，将来に詮ける輸出市場囎拓は念頭に澄くべき事梧であると’

思われる。

　第4には、ウラン澱縮能力『）聞趨がある。衆知㊧よう1に、アメリカ以外の国々で濃縮工場を栽設

するとすれば乱各国単独では衆くEECないしそれにイギリスを加えた範囲と対象とする大規

模な能力でなければ、経済性が間題に：ならないことは明かなことである。こ：の間題と関連して

西ドイツのSiemensに蔚いて、つぎのような見解が示されたことを論伝えすべきだと思う。

アメリカの濃縮能力100％存存すること自体が間題であり、また原子力発電の原価計算がア

メリカの濃縮価格に依存するので不安定な基礎に立っているし、さらに国際収支上不利でもあ

る。したがってアメリカの濃縮能：カへの依存度をできるだけ引下げる必要がある。この点から

天然ウランを燃料とする力旺重水炉の・ヂ醗を急いだし、歎薪型轍炉、，需三三炉の研究露

発を強めなければならないということであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　パネルー2一講一（2）



パネル討論会：顛産化闊離と銅発環境の充実

Key醤◎金e一一み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通商産業雀大臣官房

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合エネルギー政策課長大永勇作

1．　はしがき

詞敵騨は源子力醗を醐漏出し源勉麟の確勲鰭の強化・縁び蘇
　活動の活発化のための最も重要な事項として、政府としても、原子力産業の揺籔期から真剣

　にこれに取勢組んできています。

　　しかしながら．原子力は高度で複雑、かっ、進歩の著しい技術であり、企業は高額の研究

投資を強いられ、生産のためには高額の投資を必要とし、また、未知の分辱が多いため、経

験が重んじられますめで、国産化は後述するように宕易ではあゴませ！記

乞　総合エネルギー閥査会原子力部会国産化推進小委員会の検討

　　原子力産業は世界約にみても若い産業でありまずが、わが国では特に原子力技術そのもの

が遅れて出発して夢り、欧米のように軍需を背景に発達した嚇合と異って、企業はをの基盤

が弱く、研究投資の急激な増朋が困難で、需要の見逓しもごく最近まではっけにくい状況下

にあ ?た・．こ鰯推稼麟的な下請騨蜘聯の利点轡魏コス
・の邸燃三二の館瀬の節高磯現も解勲る状騨欄さ綴す・

　昭和44年末に総合エネルギー認＝査会原子力部会に醐産化推進小委’二会ポ設けられ、民間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で
の雛鹸蜘つ備畷陛警堺勲笹細細化魂呼めゐ基本
畷とその助脚騨幽した汐ト嫡曝笹騨嚇聯翠プラント
全体の油化と梅畑体磁紛げて倹紘襯㈱・r聯的甑，助成
策が崩され目した。㌦『ｸ姦わち、基本的態慶としては、

㈲韓騨燭料の国産化を而て設｛薦錐姻産化騨忌めることはもちろ．ん岬で

獅・当町郷碑鰍器の蹴r籍るこ騨っても・．齢イτ力一がフ17ン栓

噸任をもつてまとめあげる聯叉と嘩化の重輔か経攣あること・

・（切辮的に鱒入調がある原勒プえントでは・暢榔9い咽㌍ケ㌃が技鱒

　入契約に基づきラィセンサーの下請けとして、一一部機器を自ら製作齢よび建設の機会を得、
　　　”　　　　　　　　　　　　　　～’．・ミ1ぞ　　　‘　　』　　　”　　ノペ．．．．

唱機鵬岬内メーカー1ミ岬約者としてそ三三当轡ことをr襟とすやこ

　と。
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　　衛た、助成策については、ユーザー語よびメーカーに対し、税制金融上の漫遇措置澄よび

　び関税制度、プラントに係る建設許可制度等の適切な運用に関する意見が出され、昭和42

年2月の総合エネルギー調査会の答申にもこの内容が盛り込まれています。

5　通産省の施策：

　　この答申を受けて、通産省は現在までに、

ω　原子力発電所の国産機器に対する融資制度ならびにこれに加えて国産1号機について特

　燐償却制度澄よび固定資産税の1部免除制度

②　原子炉製造設備について、企業合埋化機械等特別償却制度於よび蔭定資産税の一部免除

　制度

③　核燃料加工設傭について、新技術企業化のための粥銀融資

　　　などの綱度の薪設あるいは分野の拡大をはかってきて訟ります。また、44年度からは

　企業滅税の錐しい時勢にありながら、原子力の重要性が認められて、原子力発冠工事償却

　準備金齢よび特別償却制度が薪設されて、原子力発彪所の機器の国産部分についで喋／5、

　楡入部分について1／9の特鋼償却と、このための費用を建設時に憤み立てることが認めら

　れました。さらにメ｛ヵ一に対しては機器の実証化試験設哺、論よび製造設蒲に対する長

　期底利の融資を認められることとな牟ました。

4．国産化の現状

　　ご承知のと凄り、現在運転中あるいは建設中の6原子カプラントのうち、関電2号機の主

契約者が国内メーカーであります。また、機器の国産の面からみると、機器代のうち国産部

分の比率は、東海発電所55％から敦賀発危所55％、福島1号機57％、美浜1号機57

％、福島2号機61％、美浜2号機75％と漸次上昇してきて慶り凌す。これをみると、関

係者の努力の績果も現れてい蚕すが、主契約者が国内メーカーであるのは4プラントよりな

　く、また、国産化率が逆婬さがっているものもあり、答申に照らして必らずしも十分ではあ

　りません。

　また、西ドイツの例などと比べると、まったく不：満足であるといわざるを得ません。

　すなわち、グンドレミンゲン発屯所は、GEとAEG（アイ・エ。ゲ）共同によゆ建；設され

ましたが、それ以後の実証炉とみられる20～ろ0万KW級のリンデン、オブリツヒハイム両

発電断は、AEG澄よびジ』一メンスがブライムコントラゴターとなっているほか、国産化率も

　80％以上となっています。実用炉とみられる60万KW級のビルガツセン診よびスターデ

両発電所は犯0％に近く国産化されるとのことで、相当原価も安く見積られて診り、外国へ

の売り込みも強力に行なわれています。
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　　一方、最近のわが国では、原子炉等の輸入晶は価格上昇ぎみであって、大きく繍入に依存

することは今後のエネルギー価格の引下げに支障をきたす澄それがあるほか、わが国の原子

力産業は、単に国内需要に応ずるばかりでなく、将来は輸出産業として成長しなければなら

　ない環境にあり、この面からも国産化の立ち遅れが心配されます。

　　この立ち遅れを克服し、今後一顯国産化を推進するためには、メーカーによる基礎技術の

蓄債、経験不足を補うための耐久性能試鹸、すなわち、実証化のための試鹸の充実などの地道

　な努力のほかに、国産化へ踏み切る関係者の決断が必要であると考えます◎この意味に細い

て、関係者の協力を澄願いする次第ですが、とくに、ユーザーに対しては国産晶細よび国内

　メーカーの実力が、初噸段階では信頼性、製造、経験、実証などの面で多少劣るかも知れま

ぜんが、長期的にみると国産化が価格の低廉影よび工期の短縮に結びつくことを考慮して十

分な理解をもっことを、また、メーカーに対しては、わが国の企業が、在来火力機器につい

ては欧米にそん心ない能力を有し、企業規模も比肩できる状況にあるので、これらを基礎に

一層にふん起をし、今後の噛入または技術導入は、自己の技術を単に確めるために利用する

　くらいの気構えで対処することを希望します。

5．研究囎発助成

　　ところで、私はこれまで主として実証済みの原子カプラント鉛よび機器を中心に述べてき

　ましたが、将来の機器についても言及してみ允いと思います。

　新しい技術については、科学技術庁を中心に研究蕗発の助成を通じて、将来の国産化を念

頭に論いて育成を行なってきています。原子力平和利用補助金論よび委託費の制度は、わが

国の技術水準を向上させるための制度であり、直接、単位機国産化に結びつきます。

　　また、新型動力炉謝発等の国のプロジェクトは、単に自主技術の粥発ばかりでなく、プラ

　ントの薗産化にも結びつきますので、通産省としても産業界と共に、これらのプロジェクト

の完成に努力していきたいと思います。な澄、44年度から、籍型動力炉翻発を円滑に：進め

るため、高間からの動力炉・核燃料開発事業団への出措金の損金鼻高が認められることにな

　りました。
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パネル討論会：国産化問題と謝発環境の充実・

　　　Key蕊。セe－8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動力炉・核燃料開発事業団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計画管琿部長倉本昌昭

1．源子力の醗は・、鱒諸醗含め・鰍盤によって醇的機関殿媚究輔発が進め

　られだ。したがρて各園ともにいわゆる自主薦発的基盤に立っている。

乞，日本、ドイツ、イノリー等、米、英、ソ、仏等より約10年遅れて、源子力謝発にとり組

ん野々は・若干行き方麟なって神・当面の原子醗電所曜設は・難即鞭鱒

入するこζとしているが・耀轍炉・高速増殖炉等・将来炉の醗は・自主解そ叶うこ

　ととし、これに相当額の国家資金を投入している。

5原子力醗に鮒調産化には淋鯛再⑱恥．

　ω　導入技術による国産化

　12｝　導車闘発によや国摩技術の確立

4　．前者の早発環境としてはギ急速なる原子力翠霞の需要増加声あり、単二の居留環境として

は・ナ湘勉ヴロジ西側と砿の動力炉醗がある・

5，動力炉の如く、その開発に切00億円近い経費を要するものの開発は、一昆間企業に澄い

　て行なうことは不可能であるので、麟家規模での幽発が必要である。

ム　また、国家規模で行なう蛸発に澄いても、わが国の如く、五ツの癒子力メーカー・グルー

　プの存在するところに幽いて、複数のプロジェクトを実施することも非常に大変であるので、

　一ヅのプロジェクトをごれらのグループの共同の体制で囲発せざるを得ない。

ス　原子力の分野に閃いて、特に原子炉の建設は、未だ散発的であるので、五ツのグルー・プが

　共存するためには、その共同朗発方式をとる以外になく、薗産霊号炉（J8R一ろ）をはじめ、

　JRR－4．　JMTしR等はこの形式をとってきた。

a　薪型転換炉澄よび高速増殖炉の粥発に細いても、やはり五ツのグルーフ．は、将来に備えて

　一枚無わっていないと気がすまないのか同じような方式が討議されている。

♀　このような大規模のプロジェクトの開発については、経験の浅いわが国に澄いて、これを

　今後、実験炉→原型炉→実証炉→実用炉と開発して行くとき、どのような過程を経て、産業界

　が実用炉の設計、建設、調発技徳を確立することになるのか。

組　実験炉から原研炉までの粥発は、動燃事業団を中心に進めていくが、この原型炉から実用
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　炉への劇発に澄いて、政府と民間は、どのような役割をもつていくのか。すべて民間に論い

　て実施できるのか。この段階に：i箭ける国産化への朔発環境は如何なるものであって、どのよ

　　うに充実すべきなのか。

1t　この点については、わが国はほとんど未経鹸といってよいのではないか、この点について

　は各国ともいろいろと苦労し：ている。英国に於いては、最近AEAで開発に参加していたス

　タツフを産業グループに移行さぜようとして苦労しているし、フランスは、高速炉について

　は未だCEAが中心ではあるが、そのグループには、EDFおよびメーカーのスタッフが多

　数参加している。ドイツでは、むしろメーカーが中心で、政府がこれを後押ししている。

　　産業形態に澄いて臼本が一番似ているアメリカに澄いては、若干段階的に慶いて欧州や日

　本と異なっている。そして日本はこの何れでもなく、その両方をあわせ持つ状態にあって動

　力炉の蘭発を行ない、産業界は薪しい動力炉の囲発に対してどうすべきか迷っている。

擢．　この迷いは、現在着手したばかりのニツの薪型動力炉のプロヅエクトが、もう少し進行し

　ないと消えないであろうし、その進捗状況によっては、あるいはもっと深いものとなるかも

　　しれない。

幡　プロジェクトが非常に順調に進めば、自信が出て来るであろうし、順謁に進めるためには、

　ある程度の自信と信念寮必要だと思われる。要するに、この初めてのケースを如何に成功さ

　せるかということが、自主技術への開発への遵を開くことになるのでは潅いか。
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パネル討論会　国産化と囲発環境の充実

至ζey　麗◎もe－C

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中部電力橡式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取締役　柴　田　ご三男．

t原子力発電の将来と訴訟ヒの必要性

　わが国の二子力発電は長期計画に齢いて、r昭和60年度までに葡◎0～如00万民Wが建設さ

れ、全発電設備の25～50％に相当するものとみなされ、将来原子力発電が電源の中核と

なるであろうことは明らかでありますQ　　　　　　　　　　　　　，

　現在建設中の敦賀、美浜、福島の涼子力発電を初めとして着工の間際の竜塗）も絹次ぎ、開

発の現況は活発であります。米、英は原子力発電の先進圏である上に、最近の加速的進展

は目を見張るものがあψます。一方、国内に幽いては戦後急速な産業の発展を遂げ、今臼、

わが国の経済力は世界第5位といわれています。このように、国内外の経済環境の変化に対

応する振子力発電の開発テンポは加速の方向で再検討の必要も考えられ、そのためには先進

国よりの原子力銭器の輸入ないしは技術導入は、今後も継続・しなければならないと思い出す。

レかしながら・将来・産業の中核であ御門子力産業を帥をもつτ充実発展させることの重

重性はもちろんのこと、その技術は最先端的技術であって、国硲技術水準の指標と目され、

国際経済に齢ける優位を保持するに重要な没割を演ずるものであることを思うとき、自主技

術の蘭発と機器の園産を強力に推進して、わが国の経済技術の自立態勢の確立を図ることの

童要なことは、論を倹たないところでしょう。

　さらに自主技術の粥発誇よび外国技術の導入を土台とする機器国産化をして、外国依存か

　ら脱皮することに：より期待されることは、

　　の二子力産業自体の発達をきたすばかりでなく、これを中心として、将来、三業構造の

　　変化を招来して関連産業の発達と技術レベルの雌進に僕立つ。

　　b）国の安全保証の大きな没割を果す。

　　の発電の中核としての原子力発越の安定供給の確保となる。

　　d）十数年後に澄いては兆余の外資損失の救済となる。

等であります。わが囲の幽産化能力の進展テンポに嫉閥趙となるところでありますが、将来

国産が磯器製作の大宗とならねばならないことは疑う余地はないでしよう。
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2．　国産の塊状とわが国の国産化能力

　a）わが国の主要重電メーカーは、戦後著しい電源開発に伴い、急激に大型高性能化する火

　　力発電機の国骨化に輝かしい成果を澄さめました。その世界のトップクラスにまで成長し

　　た旧弊戯器製作の技術的能力は協めて大きいものであり、原子力発電の場合にも十分期待

　　されるのであります．現に、建設中の原子力発電所用の圧力容器、タービン等立派に製作

　　され、輸出用としても原子力粥大型タービンが外国メーカーの下請として完成された例も

　　あり、技術的能力は遂次実証されつつあります。

b）現在建設中の野晒幣物麟美浜傷、’ 御ﾋ福翻・2号は主契糸猪たる夕国メ

　　ーカーの下請としてご特に東畿編島2一号においては、一部国内メーカー直接受注として機

　　器の国産化率はいずれも50％以上となっています。関電美浜2号は、すでに主契者が国

　　内’メーカーとなって澄り、国産率は約75％となってい噛す。炉心部、制御装置、その他

　　特殊補機を除いては、ハードヴエアーについては大方の技術を会得したものと見ていいで

　㌧よう』

　c）わが国の主要メーカーは、すでに外国有力メーカーとの間に技術提携を完了して診り、

　　丁子力発薦プラジトに関するシステム・エンジニ了リング、すなわち、プラント澄よぴ機

　　器の性能的設計診よび運転方法等についての技術資料の入手はもちろん、日進月歩の将来

　　の新技徽資料も入手し得る体制が整って海り、加えるに、提携先との密接な技術交流によ

　　り国産への準備は大方できたと坐るのが妥当でありましよう。

　d）国内メーカーが主契約者となった場合の大きな問題は次の諸点であろうと患います。

　　1）設計のみは提携会社にさせるか、または国内メーカー自から設計を行ない、チエツク

　　　・アンド・レ’ビュー方式で行くか。

　　2）魁町、’建設に当って、品償醤理分よび工事監轡捲導等をどの程度まで提携会社の技術

　　　陣に担当させるか。

　　5）輸入韻≦‘晶を如何に越下するか。

　　4）提携会社のバックアップ的保証をどの程度にするか。

5　国産化の具体的推進

　　国匿化を推進するためには、いうまでもなくメーカー自身の目主的努力によらねばならな

　いが、電気事業者が進んで励慨する以下的態度をとることも、も「ちうん大切であります。し

かし、電気事跡姻の野川で効、勧の安定供給は、至上齢であ擁す．国産化を

　急ぐあまり技術的信頼性安定性を．欠き経済的不利を招くことになっては、ゆゆしき聞題であ

　り、一般消費者に対して迷惑を澄よぼす結果となり、国民経済的に大きなマイナスになるこ
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　とは申すまでもありません。電気事業老はつとめて国産に鰯力するべきであウますが、メー

　ヵ一の自主的努力》すなわち、基本的には外国技術の早期吸収と下請製作建設を通じた経験

の蓄憤と試作研究には、格段の努力が望まれるのであり言す。この場合電気事業者としては、

、．でき得るかぎり下請による国産部晶を多くして、いわゆる、圏産化率を高める配慮が肝腎と

　なるでしょう。

　次に主契約者が飼内メーカーとなるほぼ完全に近い困暖の場合次のことが三豊されます。

　a）原子カプラントに関するシズテム・エンジニアリング等の基太設計と、原子炉系の製作

　　設計に関して、輸入と同種同型のものについても最初の国産機器は外国提携業者にまかせ

　　て、その責任をとらせることが当面必要と思われます。国産蕩2号以下は国内メーカー自

　　ら設計し、チエソク・アンド・レビュー方式でいいかと思います。

　b）工場に訟ける製作、現場に海ける建設に当っては、細部の工作設計、もしぐは、ノー・

　　ハウ等の技術契約以上のこまかい弓場技術について、格別の注意を注いでもらいたいと思

　　います。先三国については、十分な碕究と豊富な経験に基づいて学ぶべきところが多いと

　思います。提携先との二三な連絡によって十分な習得が望まれます。このため工場二三に

　　論いていわゆるクオリティ・コント獄一ルのため、外国の技術員の指導を受けることが当

　分の間必要かと恵われます。

4，國産化推進に当って間題になるのは、スケールアンプとマスプロの関係であρます。今後

さらに増大する原子力発遜に経済的メリットをもつて遍纐するためには、新技術を伴った大

容量比はさけられないでありましよう。このためには、先進国の機器を輸入してスケールア

　ツプ第1号とすることは将来とも続くものと兄な汀れはなシまぜん。一方、外国技爾を土台

　とした謹産機の多薮生座の有利性については論ずる余地がないと思いますが、この場合、わ

　が国のような市場規模の小さい国では、多遺生慶といっても台数はわずかなものとなりますQ

　　スク’一ルアツブのテンポと幽座規襖との調整の上にたった、最大経済点を見出した上で、

電源二二計画を達める必要が痛感されます。最後に政府の1，」成の【臨愚ですが、境にメーカー、

ユーザーに対して長期低利の朗銀資金の融資、あるいは、悦三三の綾偶措直がとられて澄り

　ますが、英、米、特に日本と同じような立場にあ参ながら多大な国家叢助のもとに、国虚が

強力に進められていると思われるドイツの実情を思い合せると、わが国に診いても、なお・一

　虐の政府助成の強化を期待する次第であり蜜す。
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パネル討論会：国産化問題と開発環境の充実

Key　翼◎セe－D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富士電機製造株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原子力部長’高市利夫

　このパネルに澄ける私．の分撮は、政策面よりの意見ということになって澄りますので、一応

まとめて見ました。私がこの面の専門という訳ではありませんので、あとの討論では、私の発

数こだわ �F脚ら醗な鰍判襯意懸酌た嘩郁ます・
欝力先進臥撫遮英・仏適’静蝉で・⑳国で自主的に醗した炉型叫

て姻産化という問題はなぐて当然． P幾器の Dやら建灘びプ・ソ・の性癖証鞭て始

めから計画ずみであります。したがってわが国でも、一昨年より動燃事業団で建って澄られま

す新型転換炉や高遠増殖炉の自主開発が成功して、その炉を建設するという場合には、この聞

題はないのであ自陣すが、米英で開発され疫炉型を導入ペースで設置する場合には、いろいろ

と難しい烏鳶をはらむのであります。

　基本的には、技術的あるいは企業的に、講成機器の大部分をわが国にゑいて供給できるよう

にするという狭義の国産化に限りましても、いろいろと検討し、準備しなければならぬのであ

りますが、メーカーがプラントを澄納めするには、完成したプラントの性能を保証し酷ければ

なわません。外国で開発された大型プラントの性能を完全に保証できるまでに勉強することは、

なかなか容易なことではありません。まして、われわれの最終目標である輸出までを考え震す

と、以下に述べる項目以外に多くの閥題が考えら九ます。ここでは一応国内に建設する導入炉

に関して、すみやかに国産化を実現するたあの方策を提案してみます。

　基本的に、

t　当分の聞、メーカーやユーザーは導入炉の勉強や建設に多くの人員と資金を要するので、

　薪しい型の将来炉の閥発は、圏が主体となって行なう。

2．わが国の原子力開発計画はかなり明確なので、メーカーとしては人員や資金の準備、生産

　設備計画語よぴ技術取得などが計画的に行なえて鼓ことに幸せであり寮すが、これをさらに

　　渉進めて、電力界とメーカーとが、な澄一層緊密な連携のもとに計画的な開発を進め、ユ

　ーザーは早目に導入炉型を定め、メーカーに十分準備をする期間を与えて頂きたい。

　具体的には、

5．導入1号炉については、　ドイツで行なわれているように、その原子力部門についてはその
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　リスクを国が負い、その経験や実績から、2号基以降はメーカーがユーザーに対しfロ11

　guaranteeする。

4．導入炉に対する技術的検討は、メーカーが行なうことを原則としますが、その検討項目が

普偏性をもつものについては、国の委託研究費、顧客の委託費によって行なう。

5．外圖の延べ払いに対抗できるだけの資金融通措置は国が行なう。

時間の関係で大きな間題をいささか抽象的にのべました。

御討論の種になれば幸いです。
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パネル討論会：国産化聞題と開発環境の充実

Key　N’oをeの一瓦

　　　　　　　　　　　一高発環境と千徳陣容の強化一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社日立製作所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原子力部長　森　島　国　男

　原子力発電所の圏産化の閤題と麗発環境の充実というテーマの中で、技術陣容の拡充という

ことを考えてみた。

　一地点の発電所の建設のために必要と思われる技術的種目を主としてメーカー側の仕事につ

いて整理してみると第1表の如くになる。

　一方先般の原子力学会シンポジウムに診ける発表によると、世界澄よび日本に澄ける原子力

発電の淵発予想は第2表の如くであり、そのユニットサイズにもよるが、もし現在のように4

～5年を要するとすると嗣時建設中の地点数は著しい数になる。

　したがって近々5G年の間に円滑なる所要の開発を行なうためには、質澄よび数で技術陣容

の直接強化が最も重要な守門であるが、その他にも種々の対策が必要となるであろう。これら

について検討してみたい。

　第1表

プラ　ン　ト全般のもの 構成機器直接のもの｝

設　計　段　階
計　画　管　理　機　能

v　ラ　ン　ト　全体　計　画

機　　器　　設 計

製　作　段　階

@．　　一

機　　器　　製 作

建設段階
戟
@
　
　
　
　
i

建　設　管　理　組　織

嚼ﾝ設計の工事管　理
機器据付工事

試　験　段　階
系　統一機　能　試　験

ﾕ海輸よび出力．上昇試験　　　　　　　1

機器毎の検査
狽諱@び試験

第2衷

国　　　名　’種別　　　　　年 ｛970 ｛　9　8　〔｝　　　　　　　　　　　　　2　6　0　0

　米　　　国

k
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パネル討論会：国産化問題と開発環境の充実

　　　Key　餌◎セe－F

三菱原子力工叢株式会社

　取締覆　横須賀　軍　寿

　ここではメーカ～の立場からみた技術界面についてのべる。

圏灘鞭う搬議当っての髄酬国で開嫉靴さ鮪原子醗師を・晦國㌍の

メーカーの手で、設言†、製作、建設、試運転し、性能を保証して顧客に引渡すことと考える。

　そのためにはまつメーカーにその技術能力があるかどうかが問題である。原子力は核分裂と

いう新しい原理に基づく技術であるから、・従来の技術の拡張、延長、あるいは応用のみでは不

可能壕分野が多く、融々とし☆肝内での研究糖発や小型研究炉での経験のみでは不十分である

ので・技網入ということになるが趨の方幽いわゆ確来炉については獅郵ペースと

呼rと刷り・メニカ鴫この繍d四って・それぞれ夕個かか繊醸携して櫛幽得

聖とめ疑昌覧躰鈴の雑曾昧齢震安全獣ついて幽締碑と勧して
研究協発につとめて来ている。

　技術能力を論ずる場合、蜜づオーに設計能力が問題となる。この方面が一雷干笹野、新技術

の本のの多い分野である。その為に技術提携の範囲墾従来多かつ索図画、工作法といつを機器

堅作の面のみでなく、System　Engineer拠9と呼は浄tることが多いが、炉心は愁とよりいわ

ゆるFue1財a1ユagemen儲含めて：プラント全体の設計法、　Back　Da捻、謝算Code　類を含

む広範囲な包括契約と宏っている。その技術の消化の一万法として、提携先にTra拠eeを出

し☆り、さらに現在建設中のプラントの設謝を担当させて毫・らったりの野趣的万策を講じて、

実際的纏験をつみ重ねつつあって、われわれとしては少なくと蔭あるモデル・プラントについ

て、それを野景化して行く二野能力はすでにそなわっていると自信を添っている。

　搬器の製作能力については、従来の技術が一番よく活用される分野であって、すでに多くの

部贔を下請として野作し脅、あるいは製作中の縫験からいって、革・ちうん設騰の増強や竜のに

よっては試作、斗酒の段階を必罰とするが、十分その能力はある亀のと自信を添っている。燃

料は放射性物質の取扱いという従来の技術範囲外の面はあるか、すでに技術的には解決して、

製造設騰の段階に至って鳶り、目下燃料工場を建設中である。

　最後に工程管理、機能試験、燃料装荷、臨界、出力上昇試験までをふくむ総含とりまとめ能

プコとで添いうべきものがある。この種の能力は技痢というよ蟄はむしろ縫鹸が一番象のをいう

分野である。源子力発電所は何といって冬大きな仕象である上に、特に燃繕装荷以降は新規の

　　　　　　　　　　　　　　　　　パネルー2－F一・（1）



技御的分野を含むので、従来の火力や化学プラントの縫験だけでは不十分であるか、現在多くの

実際の建設工事の一端をに壕いつ㌧経験を積重ねつつあるので、この面本心配はない留のと思っ

ている。

　以上髪するに国産化の技術能力についてはわれわれメーカーは十分の自信がある。ただし玄だ

完全な渠績がないことる確である。この実績がないということで信用されず、し売がつて実績を

つくるチャンスが与えられないという悪循環がわれわれの悩みである。

　次に技爾基準、規格の問題がある。信頼性のある原子力発電所の建設によい基準，栽格の必要

なことは勿論であるが、これ等が技術進歩を阻害するものであってはならない。事前にあらかじ

め作られか親則類は、実除に当っては実情に合わぬ点が出て来ることがあるのは当然で、また現

在は輔欄であるから，それらの矛盾を解決する為欧それぞれの分蜂で努力し粧験を積んで行

くの愁ある程度は諒解できるか、それ等の縫験が反映し、かつ技術の進歩を適時にとり入れて、

基準規格の改正が敏速に行宏われ得ることが望まれる。経験をつむにしたかって、各種の手続や

検査等も簡素化で慧るものは出来るだけ簡素化し．近い将来に予測される大量の工事消佐に適応

したものになることを期待したい。近年この方面への具体的現れもみられるが、一層の前進を望

むものである。
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原子力第　1　船’め建：造

日本原子力二二発事業団

　専務理事　内古閑寅太郎

　日本原子力船開発事業団は、設立以来オ1船の基本設討を進め、昭和40年5月競争入札を

行なったが、種々の理由から入札は不調に終った。その魚心て船の船価低減のため不確定要素

の究明・輸入炉搭載鱗との比較検出が毎繍発基本謝画の改訂による設讃変更等を行な砥

一一 怎＝[カーと折衝を続けて臨和42年1墨月、船体の建造について石川島播磨重：工i業（株）と、

原子炉の製造について三菱涼子力工業（株）とそれぞれ契約を結んだb

　現在船体は、石川島繕磨の東京オ2工：場で、原子炉は、主に三菱の神戸造船所で製作を進め

ている。船体は、昨年て1月伺工場船台で起工を行壕い、1月禾現在オ1船の船こく重董の約

半分に．あたる1，500トンの搭載を終っているQ

　こんこの建造スケジュールは、次のと：套り。

　　昭和44年6月　　　船体進水

　　　　45年5月　　聡体引渡

　　　　45年6月　　　燕子炉ぎ装闘始（走係港｝

　　　　47年肇月　　　源高炉引渡

　　　　47年5月　　性能確認

　才1船の建造は、契約から完黙までに約4力牢記を要するが、この建遁期陶は、米国のサバ

ンナ、画ドイツのオツト。ハーンに比諒して約1力年から、力年半短かい。

　オ1・船の鮭造上の特色は、次のと直り。

　（η　建造契約は、点出分離の万式をと参、事業幽自らが才1総を語りまとめる。

　②　涼子炉を含めて巧能なかきつ、慶心技爾による9微器幽係で外国から購入するのは、制

　御棒駆動装遣、主給水ポンプ、極分分離器、原子炉格納容器四通金物のみで、これらはオ1

　船建造契約癒1格の轟％に遍ぎない。

　⑤　特に汝全性の確徐に笛意する。硲頗する涼子炉の安全設謝は、陸上丸子力発電所と同じ

　で、胎体の安全設謝は次のとお・り。

　　ω　2胚画可浸性の採用により、狡水時る十分潅浮力と復原性を亀脅せる。

　　⑭　涼子炉螢納容器の七曲を讐特別の講這を設けて防護する」

一般講演一2一｛日1｝



　　（1i嫉蠣を含め乗縁微射轍ばく線量襯定三下瞳るように齢する・

　　㊥　発電設備の多重化と分散配置をはかり、竃源を確保する。

　　（V）原子炉事故時の推進性能を確保する☆め、補助ボイラを備えている。

　以上のと於り學業団は、オ1船の建造を進めているが、これに平行して次の業務る行なって

いる。

　④　建造に伴う研究開発：臨界実験、炉心構造模型実験、遮蔽実験、原子炉室内機器配置実

　験等を行ない、これらは昭和42年笈でそのほとんどを終了し、その結果は：才重三設計に反

　映させている。

　②　定係港の建設：青森県むつ衛の下北ふ頭に約8αooe　平方メートルの用地を購入し、

　原子力船の燃料交換、廃棄物処理等を行なう定係港を建設しているbオ↑船原子炉の搭載を

　定係港で行なうため、これに必髪左施設を昭和45年5月までに完成し、全施設は臨和46

　年等2月に完成する予定であるb

　（5）乗組負の養成訓練：オ1船の船貝を養成訓練するため現在船員予定者15名を採用して、

　順次日本原子力研究所のJPDR，アイソトープ研修所に派遣して研修を受けさせている。
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原予力第2船以降の問題

B本郵船株式会社

二二黒川正典

1、　原子力船の将来、

　原子力船は油だき機関を持った在来船と異なり、低馬力で屯機関部の重量が大きいが、高馬

力でも保有燃料が極めて少量ですむため、④速力の早いもの、②航続距離の長いものが最も原

子力船として適したものであ？刃試鄭詠ぱ源子勅雛が蘇纈の約・倍であって

賄灘隔つrぞテ㌃遡をとって魁㌣テナー脚騰暢合は約
5α5ノット、・即OG個積みでは約29ノット、鎚OG1 ﾃ積みでは約2Z5ノット（いつれも約10

万馬力）を境にして、それ以上の速力の場合は原子力船が看利となっている○

　世界経済の拡大に伴い困際’貿易物資の大量、迅速かつ合理的な輪送の要請により，外航船舶

は大型化、高速化の傾向をつよくし、現に米国のシーランド社は最高55ノット、12万馬力の

コンテナー船⑳建造を決定し、またタンカーについてもすでに57万トン型の発注を見、ちか

くこれが5－6万トン養たはそれ以上のものの建造も真剣に検討されている○’他方、世界に齢け

る原子力船は就航中の竜のに、米国のサバンナ号、ソ連のレーニン号、顧独のオツトハーン号

腱欝のもρに聴の駅力加船力嚇だけであるが謙国のAEIL撫0瓢馬加原

子力三嘆鍵轡回して棚ソ連もまたレーニン肺つつく唆の融船や・6万トン

型タンカーの建造を計画するなど、諸外国に論ける原子力商船の建造気運はにわかに峰まって

きていることを見ても、予想以上に近い将来に原子力船の実用化が晃られるものと尽われる○

　急　原子力才2船以降の問題

　原子力商鉛が実用化するためには経済性の高いことが先決と煮るが、このほか放射能に対す

る安全性、原子力船の運航ならびに保守体制、港湾設備ボ海上ならびに港湾労働体制、乗組員

の訓練、原子力損害賠償関係法制、原子力損害保険ならびに原子力船々舶保険、原子力船の運

航に間する国際条約など検討を要する問題点が多い。これらの問題点の中、経済性の点を除い

ては矛望船の建造、運航の実績により解決、または解決の目途のつくものや、将来、原子力船

の数が多くなれば必然的に解決をせまられるものが大部分を占めている○しかし、原子力矛1

船は経済性を二義的に扱ったいわば実験船的性格が強いので、結局、才2船以降の問題は経済

性にしぼられると見て差し支えない○
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　この経済性を左右する最も大きな点は。原子炉の価格を如何に下げるかにあって，その成否

がまた実用的原子力船の実現の極め手となるものといえる。このことは昭和42年4月改訂さ

れた「原子力開発利用長期計画」の中にもうたわれて藤り、日本原子力産業会議に澄いても凌

た，昨年原子力船懇談会を設置して才2船以降の実用原子力船実現のため検討を行なったが、

それによれば前記コンテナー船の試算を行なった結果でも①舶用炉の仕様はCNSG皿型、凌た

はUNエMOD型程度とし、②製造コスト、建造期間は在来機関の2倍程度以下、⑤燃料費は2ミ

ル程農、④運転操作は容易で船員費、保守修繕費（含燃料交換費）や安全性について在来船と

同じようであれば、将来わが国に疹いても原子力船の実用化は十分はかれるとの見通しが得ら

れた0

　5　日本原子力産業会議としての要望

　今後約10年先には原子力商船が出現するものとしても、舶用炉の開発には長い期閲と巨額

の経費を必要とする上、舶用炉の海外からの技術導入は軍事機密の関係で困難であるので、海

外の現状などにかんがみ、国のプロジェクトとして既存の政府関係機関を中心に進め、その大

部分の資金を国が負担すべきであると考えるので、遅くも昭和45年度以降、原子力特定総合

研究の対象とし、研究覇発諸機関の総合的協力体制のもとに効果的な研究開発を実施する必要

があると認め、昨年8月日本原子力産業会議は、政府の要路、関係当局に対して次のような要

望を行なった。

　（1）原子力委員会に原子力船に関する専門部会の設置

　②　舶用炉開発体制の確立

　（3）舶用炉研究開発計画の具体化

　（4）昭和44年度予算に対する借置の要’請

　㈲　其の他の問題点の解決

一般講演一2－2一（2）



アイソト「プ・，放射線の鉄鋼業への利用

憲士製鉄株式会社

　専務飯締役　芝　崎　邦　夫

　わが国の鉄鋼業は、近年著しい発展をとげ、生産量に於いては米・ソに次ぐ世界才5位の地

位を占あるよう瞳つた。それ畔って・新技術の醗・設埋合蹴・顯歩留の南上灘

，価の低減などの技術向上が要望されて齢鉱これらを解決する一手段として，アイソトープ・

放射線の利用竜年々増加する傾向にある。

　わが国峰けるアイソトブ・放射線り悪獣捌用状況をみると・鉄鋼業は化学工業につい

　そ矛2位の地位にあり、比較的によく利用されている業種である○しかレ欧米諸国と比較する

と量：、質ともに未だしといった状態である。

　それゆえ、アイソトープ・放射線の利用をより積極的に推進するため、日本原子力産業会議

に澄いては、昭和4δ年ア月に「アイソトープ・放射線利用に関する鉄鋼業懇談会」を設置し、

国内澄よび海外に論ける現状調査を実施するとともにゼ利用上の経済的・技術的問題点をあら

ゆる角度から分析検討し、その利用促進上の具体策を報告書として取りまとめたので，その概

要を紹介する○

　鉄鋼製造はコークス、製銑、製鋼、圧延、表面処理などの各種の工程からなるので，アイソ

トープ・放射線の利用も多岐にわれるが、これを大別すると次のようになる。

　ω　アイソトープを装備した放射線応用計瀾器利用

　（2）生産工程解析澄よび研究におけるトレーサ轟利用

　（3）非破壊検査避けるラジオグラフィ琴粥

　鉄鋼各社別の往事線応用計測器の設置状況は才1表に示すように、厚さ計，中性子水分計、

レベル舞楽各種のものが使用されて澄り、その全利用台数は554台にも達し、過去数年の設置

台数の増加は矛1図に示すように特にめざ疑しい。この理由1瓢従来の手法では不可能な測矩

が、放射線の利用によって可能となったことによる。しかもこれらが工程の自動化に結びらく

利点を有して澄り、コンピユー・ターコント臼一ルの発達どともに今後さらに利用増大が期待さ

れる。

　鉄鋼に訟けるトレーサー利用は、高炉、転炉、造塊のように高温の溶体を取扱っているので、

従来の手法では解明しえなかった問題がアイメトープの利用により効果的に解決されつ玉ある

が、全般的にみると、利用しうる分野が非常に多くしかもその効果屯顕著であると考えられる
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にもかかわらず、現状では限られた少数の人々によってしか利用されていない点を反省する必

要がある○

　この原因にういては、』才1．に、わが国が原爆被災国であるため、国民全般が放射線というと、

恐怖感が先だちできる限り放射線を利用しようとしない傾向を有することである。このため国「

民の偏見を取除章、正しい放射線の知識を全国的に普及徹底させることが必要である○才2に、

非密封アイソトープの使用に際しては、法的設備が必要であウ、茅1種放射線取扱主任者の選

任が必要であり、さらに法手続が煩雑であることなどが、アイソトープの利用促進を睨害して

いるものと思われる。これらに関しては法的の緩和措置が必要である。

　ラジオグラフィー利用は、一般的には利周は僅少であるが、一部の鋳鍛鋼品、溶接部品の製

造工場では、非破壊検査の必須手段として、6。C。，137Cs・X線，ベータトロン等が使用されて

いる○

　海外にお・ける利用状況はも短期閥のため十分調査することができなかったが、全般的にはま

だ相当の格差があるものと推定される○海外に恥いては、特に原子力の利用が国家的に強力に
　　　　　　　　　　■
推進されているのでもその」猿として必然的にアイソトープ・放射線の利用も盛んである。

　鉄鋼業に於いて、アイソト7プ・放射線の利用を限害していると考えられる問題点を抽出し、

その対策について種々検討を行なった○その結果、政府熱よび関係機関に対する要望は次のよ

うに要約される○

　（i）海外に於ける利用実態調査

　大企業での利用は欧米に劣らないが、全般的には低調である○このため調査団の派遣と欧米

諸国の利用実態調査が必要である○

　（2）諸法規の簡素化　　　　　　　　　㌦

　アイソトープ・放射線の規制は，電離放射線障害防止規則に一本化し、許可申請・届出業務

の簡素化・迅速化を図シ、放射線取扱主任老制度も実情に則したものへの改善が必要である○

さらに非密封アイソトープの使用については、使用施設の許可は総量による許可とし、事業所

内での一時使用は届出使用とすること。アイソトープ装備機器の認定制度を実施し、総量に関

係なく届出使用とすること、密封度の確実な線源は矛2種取扱主任者の取扱い数量制限を除く

こと、蜜た届出一時使用の制限数量の拡大が必要である。

　（3）技術者澄よび一般に対する啓蒙普及

　義務教育の段階から教育課程に系統的に組み入れること○地方都市でも放射線に関する講習

会を開催し正しい知識の普及をはかること。放射線利用研究会を定期的に開催し、技術者の相

互研修、技術向上を図るとともに、R王研修所、放医研などの受入れ体制を拡充強化して専門

　　　　　　　　　　　　　　　　　一般講演一2－5一（2）



技術者の養成を図ることが必要である。

　（4）アイソトープ蔚よび装備機器について

　標識化合物の注文生産体制の確立を図り、小型原子炉の地方分散配置、京大原子炉の公開を

図ること○また放射線応用機器の開発、線源処理放射線利用技術開発にあたっては国家の援

助、協力が必要である。

　㈲　アイツトープ。放射線利用の技術開発

　鉄鋼業を対象とし、原産、鉄鋼協会、学振などに研究会を設置し利用促進を図る。また原子

力発電などにのみ偏することなく、アイソトープ・放射線利用の技術開発促進について、国家

は有効な振興助成策を樹立するととが必要である。
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第5．表　放射線聖扱資格取得者数（昭湘45年10月現在）

　　　　　　　　　　1@　関　名　　1 　　　　　陰
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　　　｝
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第4表　ソ連、英国、フランス、チエコお・よび貝本にお・ける

　　　放射線応用計測器の設置台数

厚さ計　｝密度計 　　響激xル計 水分計
「　　計 1

ソ　　連臼961～歪964） i，054 ｛514 18，060 64 20，432

≡英≡　　国　（｛96等）

フランス（マ966）

チエコ（て966）

　　　　　　　　溝　　 本　（蓄966）　｝
　　　　　　　1
　　　（1968）

718

662

105

4a4

64ア

982

喋72

50

壌69

177

500

至，5ア7

て15

583

498

6

58

15

ア5

208
｝

2，006

2，湾69

265

1，02？

1，550
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　　　　　　　アイソトープ。放射線の土木・建設業

　　　　　　　　　　　への利用の現状と問題点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設省建築研究所第．2研究部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部長藤井旺．一

　わが国でアイソ；・一プ・放射稼の利用が開発されてから、すでに75年以上を経過し、各方

面で広ぐ用いられて産業の振興と噛癖福祉の向上に大きく貰献している。しかし魚がら、土木

・建設業に於けるアイソトープ・放射線の利勘状態を見るのに，当初は、広く利用されること

が期待され牽にもかかわらず、突際には予想し浄ほどの効果かあがっていないように思われる。

　今回、アイソトープ。放射線の土木。建設分野での便用状況を、水分計。密度計などの放射

繊機器を使用する場合、アイソトープを線源としたラジオグラフィーかどの密封線源の利用、

蔚よびアイソトープをトレーサーとして利逸する場合に：大別して調査し売のその結：果によると、

前二者の糠源利用は、かなり行なわれているけれど蚤、土木。建設業老自身が自ら心酔してい

る例は非常に少なくトレーサー利用に関しては、いろいろの実験的試みか、官公庁を中心とし

て行左われてき疫か、土木。建設業関係の業界で自発的に実施され費『ことは皆無であることが

わかつ発。

　このような状態は、主として：：ヒ木・建設業界の特殊性にあると考えら滋る。すなわち、ω

アイソトープや放射靱の使用の方法はすでにわかってむり、特に独自の研究開発は必要でなく、

業者は単に測定結果だけを知ればよいことが多いこと。　②　観場で急を襲する測定が多く、

ル｝チンに仕事かあるとは限らない。　⑤　現場での利用には公室の反対があり1史いにくい。

④　利用によって信られる結果は、工事の発注者には大いに役立つが、施工者側にはあまり役

立たない（場合によっては邪魔になる）ことが多いなどである。

　そこで、この有効な方法を，さらに進展させるための絢題点としてはつぎの諸点があげられ

よう。

　ω　利用技術の普及と利用効果のPR：面前の施工者に対するPRも必要であるが、むしろ

　工事発注者へのPRの必要性が痛感される。

　②測定方法の親格化

　（3）翻定器の数良：土木・建設に訟いそは、現場使用が多いのであるから、測定器類竜頑丈

　で野外陵用に適した添のであることが必襲であるが、この点についてのメーカーの配慮が不

　＋分である。

　㈲　法規の改正：とくに野外優廟についての規定の改正か望まれる。
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（5）アイソトープセンターの確立：前述し脅±木・建設業の特殊性の一つとして、アイソト

ープ・放射線の利用は、なるべくその道の専門家に委晦して行なうほうが有利であり、少なく

とるその指導を受ける必要がある。この意味から、アイソトープ・センターのような機関を

確立して・稠方勘醗を行劾とと竜馬1聴樺学ごと鴎館妨法によって測定

を実施’することを引き受け’るようになることが必要である。

㈲　技術者の養成

2
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ヅ・放財縷機器工業の現状

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環本原子力研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事　山　崎　文　男

　わが国アイツトープ．放射線の利用が開始されてよ鉱15年以ま塗経過し・各方面で広く

用いられている。ア・rソ・鮎ト↓プー放射線の利用促進については基礎科学の概究分野をはじめ医

学、農学、闇工業等の広汎な分野にわたって行なわれている。しかし、欧米先進諸国に比較する

と末だ遅．れているのが現状である◎

　このような現状を勘案し、．日本原子力産業会議に齢いては、業種による懇談会を設置し、特

に機器メーカーを中心とした「アイソトープ・放射線機器工i業懇談会」を昨年5月設置し、ア

イソトープ・放射線機器に関してその経済的・技徳的問題点を摘出しあらゆる角度から討議し、

その利駕促進上の具体策を検討してきた。

その結：果を、ここに：報告する。

　上記、懇談会は、計潤部会（検出器、放射線分析用機器、核医学機器、放射線モニタ、放射

線エ業計器、放射線灘定用器具及補助材料）ならびに、富源部会（放射線化学用線源、食品照

射用線源、医療用具等滅菌線源、放射線治療用線源、ラジオグラフィ用線減、その他の線源）、

に分けてそれぞれの項目の現状を分析し、聞題点の摘出を行なった。その結果、機器のメーカ

として、積極的な方策を講ずる必要のある要望事項として以下の諸点が摘出された。

ω　アイソトープ・放射線利用に関連する問題（例えば；アイソトープの圏産化大量核分裂生

　成物の利用など）を具体的に審議、検討し、将来に対する措導方針を確立するために、原子

　力委員会に下部組織を作って体制強化を図られたい。特に最近は総合的に検討すべき問題（

　例えば3食品照射など）も増しつつあるので、通産、文部、厚生、農林、各省ともに緊密な

　連絡をとり、さらに体制の強化を麟られたい。

（2）　アイソトープ・放射線機器の技衝開発、利用促進、企業化について、国家的補助政策（例

　えば；政府の補助金、委託金、新技術開発事業鰯の委託金など）を従来よ砂強化するととも

　に、基礎的研究（例えば言医用サイク・トン、医用あるいは化学用原子炉などの設置による

　各分野での研究）を国家機関で十分なる予算のもとに実施を図られたし（。

　　アイソトープ・放翁線機器の国産品使用の健進と税制の優遇措遣、輸入晶の課税、免税基

　準の明確化を図るとともに輸出奨励のための国家的優遇措置を図られたい。

㈲　アイソトープ・放躬線に関する法的規制については制定当時より10年以上を経過して澄

　り、もう一度全般的に再検討を行なう必要がある。
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　（b　放射線障害防止法に澄ける手続の簡略化と迅速化によ匂、アイソトープ・放射線利用の

　　推進を図られたい。（例えば、将来は標準機種の形式承認制度の採用を図る。）

　㊥　安全性の高い遮蔽容器の技術基準を確立して、標準化を間り、安全性と互換性を高める

　　と圖時に届出制による法規を改正し、さらにオペレータの訓練機関を作わその修了によ抄

　　使用資格がえられるように図られたい。

（4）アイソトープ・放射線利用の推進のため、技術者の養成訓練を一属充実し、学校教育に卦

　いて、アイソトープ。放尉線についての総合的技術の習得を行なわせ取扱技術者の育成を図

　られたい。

（5）畿器メーカは官民協力して各機器の標準化、規格化を推進し、価格の低滅を図ると共にア

　イソトープ・放射線利駕施設等の設備基準の確立を図られたい。
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第肇図　放射線測定器統欝（通産雀機械統計）
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鎗7表　　アイソトープ利用による金世界の節約高（↑00万トラレ）

　　　　　　　　（昭和56年～58年）
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第2図　　遠隔照射治療装置使用台数の年度推移
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簗5図　放躬線工業計器々種別使用台数の年度推移
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第4図　放樹練工業計器の生産金額年度推移
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原子炉の鉄鋼業への利用、

東京大学工学部

　教授松一下幸雄

t　緒　　言．

　わが国は世界屈指の鉄鋼生産国であるが・鉄鉱石海よび製鉄用強粘結炭．の海外依存度がきわ

めて高ぐ、経済的にも技術的にも楽観できない問題点が指摘されている。ここでは、製鉄用エ

ネルギーとしての原子力の位置づけを技術的に考えてみたい○

2．2現行製鉄体系とその問題点

　現在の基本体系は模式的に図雪の如くである。

　　　　　　　　　　　　　図1　現行製鉄体系の基本図
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高炉の生灘は、炉内容積砒例するのは当然であるが、蜜砒例因子として「燃料の燃

焼能力」（k3／day／／h13）÷「燃料比」（kg／⑳簸銑鉄）を考えねばならぬ○ここで、燃料とは

｛コークス＋重油）である○燃料の燃焼能力は高温衝風の酸素富化や送風圧の上昇によって増加

する．o燃料比の低減についは以下に述べる。，

　高炉の炉内反応は原理的に次の如くである○
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　（1）羽口前コークスの燃焼（2、000℃）

　　　　C十〇2＝＝＝CO2　　CO2一トC＝2CO
　　　　　　　　　　，

　（2）上昇COによる間接還元その他の化学反応（500～1，200℃）

　　　　Fe2（）3　→Fe304　→！至e）（0→Fe一トC十Si一｛一P　（ 海ナ1～鵠鉄または粒鉄）

　（3）銑鉄の生成（1，500℃）

　　　．Fe擁一C（4．0～4．59を｝）十S童（a6～0．8％）・平］E》（「o．2％）

　すなわち、コークス比は、重油による一部置換の他、ωと働に効果があるという意味で送風

温度の上昇、焼結鉱論よびペレット配合率の：噌加、そ・の他によって低；減する○

　将来の大規模一貫製鉄所に滋いてエネルギーバランスの見通しは極めて重要なことであるが、

高炉について能率向上の限界を克服するには、鉄鉱石（焼結鉱およびペレットを含む）の予備

還元、コークス製造齢よび熱風炉操業などに従来の1次エネルギーまたは副生エネルギーに代

わる原子力エネルギーの利用が検討されるべきであろう○

　溶銑の酸化脱炭を主目的とする才2工程は、鋼種に応じて純酸素上吹転炉またはアーク炉が

主体である。その両者は原理に澄いて根本的な差があるので、将来のエネルギー対策からみて

基本的に見直しが必要であろう○

5　高炉によらない製鉄法とその問題点

前項と同じく模式的に示せば図2の如くである。

図2．　高炉によらない製鉄体系の基塞曳

網｝ド鋼

還：元斉引

エネルギー源
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流動床法

横型炉法

9シヤフト炉法

・一 P塵廼画　團
　　　　　　1～
電菊炉法　　溶銑または二等

　すなわち、高炉法と本質的に異なるのは原則として還元剤（強粘結炭は使用しないのが建前

である）と熱源が分離されていることである○還元剤は一般炭、各種混合比の（H2＋CO）

など、熱源は天然ガス、：重油わよび電気エネルギーが主体である○

　　　　　　　　　　　　　　　　一般講キ寅一2－6一（2）



　一般的にいえば、この製鉄体系は原理に澄いて近代製鉄体系に先行したものであるが、高煩

技術の進歩によってきわめて特殊な例を除いては現行法と競合できないのが現状である○しか

し、安億な電気エネルギーの供給または核熱エネルギーの直接利用という観点で原子力エネル

ギーの有効利用が総合的な視野から検討されることによって将来の鉄鋼製造法に変革をせまる

事態も予想される○

4　結　　言

　上述の問題については、すでに日本鉄鋼協会共同研究会原子力部会に於いて学術的な共同研

究が開始されている。わが国が鉄鋼産業に澄いて国際競争力を強化せねばならぬ実情からいっ

て、広義の原子力製鉄技術の開発に努めねばならぬことを強調したい○

一般講演一2－6一（5＞



原子炉の海水脱濫ならびに化学工業への利用

旭化成工業株式会社

　　常務取締役　角　田　吉　雄

　原子炉利用の才1目標は鹸うまでもなく、安い電力を得ることにあるが，近時その経済性，

安全性が向上されるにしたがって、療子炉で発生する熱を、電力以外にも利用し七、総合的な

効果をはかる、多目的原子炉の開発が計画寄れてきた◎

　海水脱塩は、二：重目的原子炉の氏表例として早くから検討されていたQ特に米国に：套けるボ

ルサ島の海：水脱塩二三呂的原子炉発電計画は、軽水型原子炉で、掲0万脳の発電と日産57万

トンの淡水を海水から製造する規模で検討され、汐68年秋に建設着工の予定であったが、諸

種の理由で未だ着季されず再検討中である。ソ連においては、‘ Jスピ海の沿岸で海水脱塩と、

高速煩による発電と組合せたこ二重目的炉が建設中である○計画電力出力は15万～20万KW

で、淡水はβ麗最大25万トンの規模である。この他，イスラエル旨インド毒メキシコ，シ

ンガポール等の諸国に置いて計画はあるが、未だ具体化されたものはないQ

　海水淡水化以外の、化学工業に澄ける原子炉の利用は、熱源としての応用がかなり早い時

期に、実現する傾向にあるQ特に米国のミシガン州に鉛いては、コンシユーマーズ電力会社

が、ダウ・ケミカルとタイアップして、電力会社が格9万即を発電して、この地域の一般

的な電力需要とダウ・ケミカルの使用にあて、さらに毎時、約2ρ00トンの蒸気をダウに供

給すると廼う、電力と蒸気の二重爆的原子炉を着工した○ここに注目すべきことは、ダウと3

ンシユーマズとの閥の契約はもはや開発的段階ではなく、純然たる商業ベースで行なわれたこ

とである○この他、醤一ロツパに酷いてはドイツでも、この種の二丁目学生が、計画検討され

ている。

　上記と同じように熱源として利用する二重目的原子炉に、高温ガス炉がある○この炉はわが

国では，過去において開発研究の対象外に置かれたが、英，独、米等に誇ける発展によって、

ふたたび注臼されるようになってきた。すなわち米国に澄ける高温ガス炉の開発の成功は、こ

の炉による安い電力が期待されるのみならず、高温ガズの利用、すなわちMHD発電、製鉄、

化学工業に誇ける諸種の応用、なかんづく、高温ガス化学反応への応用等が可能になるので・

非常に将来性のある炉ではないかと思われる○

　次に多重目的原子煩を対象とする工業形態を考えてみる○原子炉に期待される安いエネノレギ

ー。コストは、上記のこ二重目的原子煩の形態とは異なった新い（産業コンビナートの成立を可

　　　　　　　　　　　　　　　　　一般言蕩i演一2－7一（喋）



能ならしめたb例えば米国では、原子炉から得られる安い電力で、麗料、化学薬品，農薬等を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　ゆ　　　　　　　り
生産し、同時に得られる脱塩：水で、不毛の砂漠をかんがいして農揚とするような、農工複合体，

の概念設計が行なわれている。

　わが国においては多重目的原子炉に関する計画は、まだないようである。しかし、従来提案

されている海水脱塩と、海水中に含該れている塩類の獲得等を結合した海水総合利用は、製品

の需要と、電力の需要が適当にバランスするならば、当然多目的原子炉の対象となるものであ

る○ここに、わが国が工業塩を全部輸入している状況にかんがみ、上記の海水総合利用案より、

技術的に前進した案を考えてみたいと思う。

一一ﾊ言薄演一2－7一く2）
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イギリスにおける高温ガス冷却炉の開発

　　　　　　　　・　・一　　　　　　　　　　　イギリス原子力公社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原子炉脚長　R．V、ムーアー

1ドガス冷却炉は之れまで20年間、イギリスに除ける原子力発電酪発の主流をなしている。

　第1世代の発電所一GCR赫k　l一は、マグノツクスとよばれるマグネシウム舎金で被ふくし

た、金属天然ウラン燃料をもちいだ最初のコ藁ルダーホール型の概念をもとにしている。こ

　の原子炉はコールダーホール型またはマグノソクス型として翔られている。

2．第2世代のガス冷却炉（GGR　Mk璽）は現在建設中である。これらは濃縮酸化ウランを用

い、薄肉のステンレスで被ふくした燃料に基づいている。燃料要素は、主として燃料テスト

　ベッドとして建設された、イギリス北部、ウインズケールにある改良ガス冷却炉（AG幻で開

発されたものである。この世代の原子炉はAGRとして知られて賜り、ウインズケールの実験’

炉につづくものである。

5　第5’世代のガス冷却炉（GCR　M蠣）は境在設計が進められている。この炉には、いわゆ

　る粒子被覆とよばれる薪しい燃料概念が粥いられよう。炉は高温で運転されるのでしばしば

高温炉（HτR）とよばれている。これら三つの世代の原子炉は、イギリスでは金部同一系の炉

　としてみなされている。事実、この系統の特徴は1世代から次の世代の炉へと容易にたどる

　ことができる。

4ガス冷却炉の・運転経験は10年以上に効、50基に紘ぶ炉で経鹸がつまれている。こ

のうち、25基がイギリス圏内で稼動している。講演ではこれまでの経験をまとめ、そして

　とくに、新しい炉の設計に具体的にとりいれられているそれらの経鹸からえたものについて

　述べる。

5　講演では、東海発繭所を初期のガス冷却炉の例にとって、ガス冷却炉型の主要な設計上の

特徴と母地点をさぐる。その特徴を東海炉よりは後期の設計で、現在スコットランドで建設

　中のハンターストンB発慮所と比較する。炉の信頼性、耐用年数ののびをはじめとする性能

　の見通しがいっそう萌らかにされる。

ム　これまでにえ．られた設計、建設、運転の経験をもとにして、次に：、鯖5世代のガス冷却炉

　の予想される特質について概要を述べる。講演は、これまでの経鹸により実証されたプラン

　トの特徴をできるかぎり念頭に細いて、ガス冷却炉の性能と借頼性を改善するため、新しい

燃料の技術がどのようにして開発されるかを示す。同瞭に、堤在検討中の長期の鮒発のいく

つかの襖域についてもふれる。

海外招待講演一ト慧）



Z　結論としてく日本に凄いて東海炉の建設と運転朔始に困簸なことがあったけれども、この

径験はガス冷却炉特有のものではないことを述べる。現に、世界のほかの地点では非常に良

好な経駿がえられている。東海発電所がこれと反対の経験をしたことは、炉型が何であれ、

初期の原子力発電所にはより特有のものであるかも知れない。

a　世界に澄けるガス冷却炉の経験は、現在澄よび将来の可能性を考慮する時、日本の産業界

に、東海発電所のにがレ・経験を、将来計画をたてるための基盤と考え、将来ともこの重要な

炉型の開発をひきつづき行なうよう示峻していると患われる。

海外招待講演一f懸2）



                 , GAS-COOLEDREACTORS

                          tt                              '                            '
                              R. V. Moore'
                              Managing Directoar, Reactor Group,
                              U.K. Atomie Energy Authority

1. aas--eooXed reactors have been'the main line of developreent £oac

nucle&r po'v7er product±on ±n the U.K. tor the past 20 years. The first

generation p)ants - G.C.R. Mk.I -- were based on the orig±nal Calder IIaU

concept using naturai urantum fuel, rnetalZtc form, elad in ce! in&gnesiurri

alloy cthn called 'mag'nox'. The reacters are known as the Calder type

                                                              '                                                'ormagnoxtype. .. , '･･ '
2. {llhe secQnd generatiQn of gas--cooled reactoys - G.C.R. Ilk.II -- ax'e

now under ¢onstxuction. They are based on enriched uranium oxtde fuel,

elad in thim stainless steel. The fuel eleraents have been developed

imnH the AdvanceCl Gas-cooled Reactour -･tb-e A.G.R. -- built at Windscale in

the nortla-･ of England, tua±niy as a fuel test bed. This genexation oir

reactors are know]k as A.G.R's, after the experimental reactor at

Windscale.

5. The tMrd generat±on of gas-cooled reactors - G.C.R. rik.III - are

now in an advanced stage of design. These rettcto]?$ will be based on a

new fuel eoncept,.the se･-called coated part±cle £uels. Since they

operate at }m' gh temperature, these reaetors .eLre sometimes known as Mgh

Tempex'&ture Reactoxs or ff.T.R's. These three generations of reactoys

are regarded in the United Kingdo!n as all of one fEMllUy; indeed the

ch£racteris"u-i'cs of the f&mily are e&s"y traceable from one generation

of plants #o the next. '''
                              '
4. The operating experience with gas--cooZed reactors now goes back

more than IO yeark,, and is being ac.cimoulated with some 30 ret>ctors, Of

ig}srgtgfx¥pt--g3)



which 25 are in daily o]]eration in.the Un±ted KLngdom. [Dhe papey

sLumatises thas experience and emphasise$ certain lessons learned vJhieh

are being ±ncorporated in the design of nevf reactors.

5. The paper traces certain lmportant design features and improvements

of 'the ga$-cooled reactor fam"y using the Tokai Mura station as an

example of ai.i early type. It compares its features i"ith one of the

later designs iiow under construetion - the E[untgrFton 'B' station in

Seotland. The ex'pected performaece, including reiiab±lity and Zong life,

zs more open.

6, 0it the bas±s oi" this accumulated design, eonsLvruction and operat±ng

experiiencg, 4dhe paper next outlines the probabZe character±$ties oiA the

third generation of gas-cooled ll?eaetors. The papeT indicates how the

new fuel technology wil]- be explon:ted to improve the performance and
                                           :                                                   '
reliabUity of gas--cooled nyeqctors, retaining as in･uc.h as possibie of

the p)ant features which have been provec"L by experience. The paper aiso

indicates sorne a]reEi}s .of longer teirm deveiQpment which are now being

studied.
                                                              !

7. The pa-per eonc,ludes that although in Japan difficultie.s have bee4.

encountered wlth the construction a,nd start--utp of the Tokai Mura power

statiori, nevertl'ieleps th±s expentenee j.s not typical o£. gas-cooled

i'Gacto[rs. Indeed -v'er'y f"av"ourable experienee, has 'been gained e]-sexvher;e

in the T,,Torld. The adverse experience ?Ji'.th V.ok,ai )'Iura may be more

typical of early nuclear plants whatever the type of reaetor.

8. L'Jorld experience with the gas-cooled reactor, when considered-with

its eurrent and future potent±alit±es, suggests that Japanese industry

might consider the eon･tinued exploit.e,tion of this important class ot'

nuclear power s'tation in the future, regarding the hard experience gained

yJj.th the Tokai MUra pZent as the foundation froru which to bu±ld ."-t prograrmie.
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西ドィ．ツにお．ける高撮ガス冷却炉の開発

ブラウン・ボベリー／クルツブ原子力会社

常務取締役　H・W・．ミユーラー

高温ズス冷却炉の意義は初めは軽水炉と高速増殖炉の中野の世代で、そのつな＝ぎの役目をす

るものと認識されていたが、現在数々の確たる腿発段階をふまえて、高温ガス炉のポテンシ

ャルは再：評価されつつある。すなわち、

O被覆された燃料粒子が非常に艮好な核分裂生成物保持離力を示した。

o冷却用ガスとしてのヘリウム、欝造材としての黒鉛の技術が運転中の高温ガス炉で実証さ

　れた。

oコンクリート圧力容器が成功樫に開発され、この原子炉固有の安全特性との良い連繋が生

　まれた。

　高澱ガス炉の経済的評価に響ける決定的要因は次の通夢である。

◎高い燃焼度　　　したがって燃料の有効利用がなされる。

O少量の燃料イツベントリーで高比出力が得られる。

◎高い冷却ガス温度に起因する高い効率。

　ドイツ連邦共和国に築いて、’ブラウン・ボベリー／クルツブ社（BBK）はて956年以来

主に球状燃料要素を用いた高撮ガス炉の即発と設計を手がけてきた。1961年にBBK社は

ユーリツヒで15MWeのAVユ実譲炉O建設《碧手しん。岡炉は／967年12月に送電を

始めたが、現在に至るまで支障なく運転が行なわれている。燃焼度12アトムパーセント

（fi瓢a）の音に達しても、な慶、　AVR燃料は優れた核分裂生成物保持能力を示した。

　この概念をさらに開発するため、ユーラトム，ユーリソヒ原子力研究センター、鉛よぴBBK

社は一つの会社を設立した。この会社の主な業務は、来年隼々建設が粥始される予定の電気

出力50万KWの原型炉の設計であった。

　電気出力60万～｛00万KWのトリウム燃料高温カス炉の経済性に関しては、資本費は澄

よそKWあたり絡0ドルとなる。トリウム・ウラン語よび低濃縮ウランのいずれの燃料サイ

クルについても研究が行なわれてきた。効率が高いので、60万～犯0万K響高温ガス炉

の初装荷燃料インベントリー費はKWあた炉5ドノレ台であろう。大規模な再処理能力が得

られれば、KWhあたり1ミルの燃料サイクル・コストも達成されよう。

　現在運転中の原子炉から得られた有望な結果に勇気づけられたが、高温ガス炉の炉心設計

　　　　　　　　　　　　　　享毎タト招そ寺謬奪渉ミー2一（1）



は、まだ十分に開発されてはいないし、もっと高いガス温度を期待し得ることがすぐに判明

した・この点薩ついちドイツの開発訓面はヘリウム・タ「ビ暫に結合する単サイクル高

温ガス炉の商業運転を目ざしている。この原子力発電所はより高い熱力学的な効率と資本費

の低減をもたらすにちがいない。

　最後に発電以外の目的に対する高温ガス炉の熱利用の概要について述べる。大型熱伝導装

置の設計など基本的問題は解決されねばならないが、最も経済的な利用は、製鉄プロセスに

高温が洛炉を組合わせる　　　例えば鉄製錬と発庖プラントの組み合わせ　　　ことによっ

てえられよう。さらに、ドイツは》原子力によるプロセスヒートを石炭のガス化に応用する

硯究を始めた。
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XPks2-ISLgk}..1!s}gmgl:zueg-.!!2agts2E:heT:x T t Re¢tor

       = its Potenti.c,! arid Statu$ of bevelopuatent zn Gexm

                            R.･W, MUIIer
                            rvI'anagimg )±rector, Brown Boveri/
                            Kxulpp Reaktoxhau Gmbl'l-

1thereas initidUy the signi£ieance of tlie High 'i-temwerature Reactor

(HTGR) was recognized as part of au intermediate reactor generatiori

between Light VJater Reactors and Fast Breecters, at present the

potentiai of HTGR's is being reevaluated as a Tesuit of a numbey of

decisive development stages: '
                     '     -- coated fuel padetieles slh-ow ver'y good fission product

                                     '  - retentionpr'operties ' ' '
     - the tbchnology of both heXium as coo'iant gas and graphite

       as structural mater±al has been proven in oper&ting HTGR's

     -･ the successful devedopment of concrete pMessure vesseis

       providesa£avourablbcombinationutth'thegoodinhei7ent '

  ' nuclearsafetYchaka6teristicsoft}rtsreactortype.

            '!n the economic assesisment of }I±gh Temperatuye Reacters the decisive

                                                         'factotsare: ''' ' ' ''
     -- high fuel bva7n-up,' thus good utUizat±on of' fuei

     - high specific'power requ±r±ng small fuel ±nventory

     --' high coolant gas temperature resulting ±n high efficiencies.

In' the Federal Republlc of GeTmany sinee 1956'Brown Boveri/Krupp

ReaktDrbau GmbH (BBK) h'ave been m8±nLy woykimg on the development and

                                                                  '
design bS' tihe ingh Temperatu]re Rbactoti w±th sphericdl fuel eiements.

In l961 BBK started with the construct±on of the l5 MWe AVR experimentai

                          twFtGKKmav-2-(5)



                        -

power stae±on in Ji'lich whieh foi7 the first time deiivered electrie

power to the grid in December 1,9.g7. Up to now its performance ha$

been very sgtisfactory. With l/3 of the speei£ied burn-up of l2%

fima reaehed, the AVR fuel still shows excellent f±ssidn product

retaining pro-perties.

For further development of this concept EURATOM, The lifucleaT Research

Center JUIieh, and BBK formed an association. Xts essentiai task was

the design of a 500 MWe prototype power plant, 'the construction of .

which is expected to start early next year. . ･
An econotuc assessment of. Thorium ffigh Temperature Reactor power

stations w!th 600 - ZOOO MIAJe capacity leacts to capttal cost of roughXy

130 $/kWe. Fuel cycles based on both Th/'U and low-enriehed U have

been studkd. Due to the h±gh yat±ng, the initiak cha=ge of fue±

inventory follr 600 -v IOOO wt'Je Irt'TGR's will be on the order of i5 $/kWe.

In case lavge reprocessing capacities'can be provided, fuel cycie

costaslowaslmill/kklhwil･lbeaehiev&ble.-.･･ .･･. .
                                                 '
          'Encouraged by the promising resuits from operating reactoys, it was

soon realized that the eore design of'the Htgh remperatucee Reactor is

not fuily exploited and even higher gas temperatures can be expected.

On the basis of this aspeet,'a German development,progTatR is directed

towa]7ds the eommercial operation of a singie cyele llTQR pZant coupled

?Ath helium turbines, ivhich should both lead to higher thermodynaiaic

efficiencies and further reduction of cap±tal cost.

In cDnclusion an outlook is given on the appllcation of HWGR heat for

other purPosets than e]ectricity 'generat±on. altheugh basic problems,

such as the aesign of iarge heat tTansfer untts, must be overeome., .

most economie use eould be made of their potentiaZ by integrating '

     /t                         '                                                        '                     '                                                            '                                                                '
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In addition,
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the iron production process, e.g., into a

 eiectntcity genevating plant.

 investigations were started in Germany'te

 for coal gasifieg.tion.
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アメリカにおける高温ガス冷却原子力発電の最近の進歩

ガノレフ・ゼネラル。アトミンク社：

被呼フレデリック・ドrホフマン
　（ガノヒフ・オイル社副社長）

ガルフ・ゼネラル・アトミツク社：

　　副をと長　　C．L・リツカード

　高温ガス冷却炉（HTGR）は、ω効率的な過熱蒸気サイクルの要件をみたす高温、高圧蒸気を

発生するとと、（2済い中性子経済，高転換比率、高燃焼慶による核燃料の最大限の利用、（3｝運

転上の高い信頼度と安全性などにより、安い発電コストを達成するための一つの：方法として開

発が行なわれた○これらの諸目的は，その開発過程では基本的なものとされてきたのだが、今

やH？GRは実用段階に入った発電炉系とみなすことができる○

　ピーチ。ボトムHTGR原子力発電所は衿67年6月以来、ペンシルバニア州南東部に意いて、

フィラデルフィア電力会社の発電系統を通じて営業運転に入っている○ピーチ・ボトム炉は

　　ゆ1，000・F、1，450psiという近代的な蒸気条件で発電している。またこの炉はピーク燃焼臼取GO◎

M槻）ゾMτ用に設計された全黒鉛炉心の使用を実証するための最初の商業用発電炉セある○これ

までに朽0臼問フルパワーで運転後、2回ほどある期聞運転を停止した。それはピーチ・ボト

ム炉が原型炉であり，この系統の炉についての情報を得るためにこの施設を最大限に利用する

という：方針であったので、炉内齢よび燃料の検査、そのための各種試験を行なう目的であった○

運転期闘中は蒸気供給系の利用率が85％、グロス熱演率は泣1ラ。であったoH？GRの性能は

炉物理、機器コンポーネント、冷却材中の不純物診よび放射能の管理、定常状態於よび過渡状

態の運転条件に対する応答などに豹いて優秀であった。

　コロラドのパブリンク・サービス社のフオート・セイント・。ブレイン原子力発電所（電気出

力55万kW）は現在工事が順調に進んでいる。この計画は、研究開発助成を含めて米国原子

力委員会（AEC）の発電実証炉計画（Power　Demonstra撮oil　Reactor　Prog職m）の

一環をなすものである。このコロラドHTGRは、一次冷却系ループの全コンポーネントをつつ

むプレストレスト・コンクリート製の圧力容器の安全性と経済上の利点を採用した最初のH？GR

となろう○同炉は切。ぴF，％00psiの過熱蒸気、澄よび切oo．Fの再熱蒸気を発生し、正味

熱効率が約40％になるだろう。発電所は1％8年9月に着工し、工事は急速に進んでいる。

現在までに、三二000立方ヤードのコンクリート打設が終鉱　タービン台の工事も85％終了

している。圧力容器（PCRV）支持リング，内部壁、地表レベル蜜での原子炉建屋の柱は完成間
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近かである・4 X。トンのp卿嘩齢（底部貫通購造と炉心支持柱iを含蓼）は継てを勧・

2月に据えっげされるばかりになっている。発電所の竣工は汐71年の予定である○

　電気出力60万から餌0万kW級のHTGRについても開発と設計研究が急速に進んでいる○

これらの大’e董のHTGR発電所は、ビーチ・ボトム原型炉で実証された同じ基礎原理をもちい、

また、コロラド発電所と同じ技術によって製作される主要コンポーネントと各系統を採用するO

　HτGRを開発することによる当然の付加的事項として、冷却材としてのヘリウム、　HTGRの

コンポーネント類を高速増殖炉用に利用することがあげられる。ガス冷却の高速炉（GCFH）概

念に関する研究が衿引年に開始されてから、その開発は年々着実に規模を拡大して行なわれ

てきているQ設計研究ではGCFRは実二二があり性能上の利点もあるとしている○冷却材にガ

スを用いることは、単に液体金属冷却材がもつ実除の工学上お怯び保守上の諸問題にわずらわ

されずにすむばかりでなく、優れた増殖性能につながる積極的な特徴をもつている○性能向上

の要因は、高増殖比率、インベントリー一倍増時間の短縮、炉心寿命中反応度を維持する性能が

あげられる○安全性を増大させる要因としては冷却材中に放射能がないこと、正のボイド係数

を克服する措置が木必要なこと、冷却材完全喪失あるいは部分的なボイド発生がないことであ

る（）

保守規び騨度を向上させる要因鴎冷表口材技術醐発熱ていること・炉心剛くを概

することができること、冷却材の空気および系統材料との適合性などがあるQ

　1968年6月、米国の57の電力会社（合計発電容量で6，60D万kWをこえる）との聞に、

2力年記の協同計画がスタートした◎この計画の目的は、GCFR計画の評価をし、1970年代

半ばと予想される原型炉建設、さらに1980葬活初めの大型商業用GCFRの建設澄よび運転に

資するための概念設計を行なうことである。

　その他GCFRの開発計画として、1967年後期、ス・イスの連邦原子炉研究所との間に共同計

画が発足し、現在、スイスのルービンス炉をGCFR案験用に改造すること．澄よびGCFRでのガ

スタービンの直接サイクル利用の可能性についての調査がなされているoGCFR用の燃料開発

はAECとの共同計画で行なわれている。
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IIECit･"": ,lll)i,'t'diA"S,iCES IIil HXGH-TEMIPERATVRE CI･AS-COO[L,ED

                          NUCLEAR POWIi]R QENIIIIRAMON･'

     .- gerederic de Hoffxnann,
                      Vice Pre$i(lomL,. Gui'-i Oi,I. Cer･porEktion,' '
                      ?res±dent, Gulf General AtomSe Xncorporated;
                      Corwin L. Rick3rd,
                      Viee ?resident, GuixA Generai Atomic Incorporated..

 . TheIIighTemperatumeGas-cooledReactoy(I'"TGR>wasundertakenasa

                                                                        '
  means to achieve Zew electr±caZ power generating eosts through: (1) the

  product±on of high teraperature, high pecessure steaill te meet the require-

  ments of effieient superheat steam ¢ycies, (2) maximum utilization of

  fi$siongble nucleax i"uei by providing high neutron economy, high

  couversion ratio and high .nueleav fuel burnup, and (5) a high degree of

  operational relgab±lity and safety. These objectives have been
                                          L
  fundLamental. x'n She development work of the H[DGR, which can now be cLassed

  as having .reached the stage of the practiea! operating power reaetor

.sysi em. .
       The Peach bottom ewGR Atomic Power Station hafi been ln cemmetcial

  ope.r,ation on the sys.#em o£ .the Philadelp.hia Electric Company in south--

  easter.n Pennsylvania sipce June 1967. Peach Bottom produces commercial

  el.g,qtri.c power ,at mod.ern steam conditions of iOOOOF temperature and

  1450 psi. .-p.ress.ure, Xt was also the flrst eommercial plant to demonstrate

  the use of an al･Z-graphite core ;･shich ts designed for a peak fuel burnup

  of 75,OOO "{wD/}GT' o£ fuel. There have been kgo extended shutdown I)eriods

  foUowing each l50 eq-uivalent fuLl power days to make a thorough

  inspection .of reactor.inteynals and fuei and to raake various tests since

  the ?each Bottom reactor is a prototy-pe and we wanted to make maxSmum use

                                                '
  of the facility for gaining inforuat±on about the s}rsteni. During the

  operation period, the nuclear steam suppiy system had an availability of

  85% and a gross thermal e£ficiency of 37.i%. The per£oruance of the

ptsggge"sstw-sH3-)



HTGR system has been exeellent from the st&ndpoint o±' reactor physics,
                                        '
equipment eomponents, control of coolant impurities and radioactivity,

and response to both steady state-and transient oper,":･ting conditions.

     The 530 Ilfw<e) HTGR Fort St. Vrain Nuelear Station of the Public

Service Company of Colorado, is now well aiong in the construction stage.

This project, including ceytain supporting research and development woTk,

is part ozn the 1fSAEC's Power Demonstiration Reacto]r Program. [Phe ColLorado

                                                                   '
HTGR will be the firs`u' }ITGR to empioy the safety and economic advantages

of a pres`vHr.essed concrete reactor pressure vessel to conta±n aU

components of th'e primary eoolant loop. It "riU pyoduce 2400 psi, iOOOOF

superheated stealli, plus IOOOOF reheated steapi, and wz'U have a net '

overall effz'ciency of about 409S. Constfuction work began in September

       '
i968 foy the Colorado plant and since has progressed rapidly. Wo date,

approximateiy 16,OOO cuMc yards of concrete have been poured.

                                                           '                                                                   '                                           tConstruction of the turbine pedestal is 85% complete. The PCRV support ring

and all interior waUs and colums up to ground level for the reaetor

buUding are neating completion. Mhe 400 ton PCRV bottom head Ziner,

including bottom head penetrations and core floor support eo)uzans, has

been assembled t>.nd is ready :Aor lnstallation in Yebruary. Construction

completion foT the Fort St. Vrain station is scheduLed f6r 1971.

     Development and clesigML work is also proceeding rapidly for HTGR's

in the 600-UOO M-vi(e) rEtnge. These larger HTGR plants utilize the same

fundamental principles demonstrated in the Peach Bottom prototype, plus

major combonents and systems based on the same technology being employed

                                          'in the Colorado plant. '
                                                       .t
     A naturai adjunct to bi e development of the HTGR system is the

                    '
utiXizat±on of heliuiii as coolant and HTGR components ±n a fast breeder

reaetor. Work on the Gas-Cooled Fast Reactor (GCFR) concept began in 1961

                              1･'.r,rggtl{ilf;Fgt･ttw--,-s-4>



and since then, its development has been pumsued on a ste&dUy increasing

scale. The design yxork has indicated that the GCI]R has both practical

and performance advantages. Whe use of' gas cooling not only provides

escape from the practical engineering and maintenance problems associated

with liq-uid meteaZ cooXing, but also has positive features leading to

exeellent breeder p'erfoTmance. Factors enh3ncing performance are high

breeding rat±o, low z'nventory (loubl±ng times, and ability to sustain

reactivity ehroughout core li£e. Factors enhanclng safety are absence

of eoolant activity, absence of the need for positive void coefficient

                                                                     'override, and impossibility o!,"  complete loss of coolant or locai vgSd

formation.

     Factoys enhane±ng maintainabUity and reliabUity include developed

coolant teehnology, ability to water flood the eore, compatibUity of

coolant v-;ith air and system materials.

     A tpvo--yeaT cooperative pxogram wit}'i 37 U. S. vLtilities representing

over 60,OOO,OOO kw of generating eapacity wa"s iiiltiated ±n June l968.

The objeetive of t.lds program is to evaluate the GeFR p]rogram and

perform the ･.'.onceptual design ?rork necessayy to accelerate the eventuai

eonstruction and operation of a GCFft prototype piant in the U. S. durtng

the mid-･l970'$ ]eading to a lange comme3rcial GCFR plEmt by the early

1980ts.

     Xn another complementery aCFR development progralli a joint program

initieted in late 1967 i-xith the Swiss Federal Insbitute for Reactor

Research is investigating the possibUity cf converting the Lutcens

reactoy in Swl.tzerland into a gas-cooled fast-･reactor exper±ment, as well

as the direct eyele apptication of a gas tixrMne with the GCFR. GCFR fuei

development ±s proceeding in a proguam utth the USAEC.

imUgtlif;Ftwfa-3-s)



フランスに蜘ける重水の生産

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．、　フラ／茎原子力庁材料・燃料局長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　掃長H．・ピアティエ、

　原子炉の重水はMWあたわaアトンのオーダーの愚が必要である。経済的に魅力のある重水

炉にするには、重水の価格がポンドあた釦8ドルぐ米ドル換算）くらいで供給できなければ

ならない。

　フランス北部のマザンガルベにあるNH3－H2交換法を採用した最初の重水プラントは順調

に暴動し、過去2年間、重水の製造分野で新しい発展をとげた。このプラントはフランス原子

力庁（CEA）のためにソシエテ・シミク・デ・シヤルポナージユ（石炭会社）がこつの建設

会社（コンパニユ・ド・コンストリユクシヨン・メカニクープロシデ・スルザ一社診よびエー

ル’リキド社）の協力によって建設したものである。これら二審は、重水の製造方法に関して

CEA澄よびソシエテ・デ・シヤルポナージユ社と共同研究を行なっている。

　講演ではフランスの重水裂造法の諸利点を説明し、その経済性について述べ、さらに、カナ

ダで急速に開発されているH2S－H20交換法との比較をしたい。また、それぞれの方法につ

いて個々の特徴を明らかにしてみようと思う。高度に工業化した地区や、農業用に多量の肥料

を使用する地域に涌いては、アンモニアの生産量はN恥一H：2法による重水プラントを十分継

力ある方法で操業できるぐらいに大言い。

　振幅1，000トンのアンモニアェ場からは副産物として年間69ないし70トンの重水ができ

る。イギリス、ドイツ、：フランスにはアンモニア工場があるが、年度り00ないし450トンの重

水製造能力をもつた装置をとうつけることができよう。年間総生産量が数百トンの重水ならば、

最薪鋭の肥料工場を建設すれば間にあうであろうし、適度に進行する重水炉計画を支えること

ができよう。

　マザンガルペのプラントについて簡単にふれたい。とくにそのプラントで使用されている筒

性能の接触交換装置について説賭する。

　またNH3－H2交換法でプラントを運転するためのフロー・シートについても発表する。最

もよぐ知られているマザンガルベの“0旦eりPempeτa£ure　法”は輩夢心規模の接触装置しか必

要としない。、、τw。？e噸erature法”は、とくに重水とアンモニア工場の結合に関して多

くの点で容易であり、また電力コストの低滅にもつながる。これら二つの方法のフロー’シー

トは、絶えず再評価がなされて海珍、一方、補足的な工学上のデータはマザンガルベの弓場か

ら提供され、また、グルノーブルとマザンガルペでパイロット規模の実験を行なっている。
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　ここに発表する分析によると、急速な重水炉開発計面に要する大量の重水は、H2S」臓20

法による単一プラントでも、あるいはNH3－H2法をとり入れた数基の装置によっても競合し

うる価格で製造で葦ることを示す。さらにNH3－H2法は製造能力を将来の所要量に綿密にあ

わせられるため、高億な重水を貯蔵しなくてすむので重水炉計画を始めるのに有利である。
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        - . ..II[ESI>{l.CWM.E.RPREPAIRAT!ON .....

      ''' '''HeRii'ifatii'r'''''''' "
            ,,,. DirectorofNueieaxMaterials-
                    Fxeneh Atomic Energy Co!iwaission.

                                                            '           ''t'tt't't'ltt t'' '-tt'tt'tttit'-/''''''t''''/ttt"t'tttt'-''t't''tt'tlttl

                                                                  '
     Heavy water ±s required for yeactors in,guantities of- the order

 of O.7 tons per MI'l of electrieal pov;er installed.. To m4ke..h.eavy

water yeactors economically attractiv.e. Xt shouLd be.available at a

                                               '
cost of abovLt l8 V.S. Dollars per Pound. . ..

     A new develo-pment in heavy water preparation dur±ng the past two

years has been the suecessfuil.operatipn of the first pl.opX using the

NHs--H2 exchange progess to concentrate deutgrium. Located in the

north of France at Mazingaybe. This plant was buiit £.or tbe

Commissay4at a 1'gtigrgie Atomique by the Societe chimique,des

cnarbonnages (coai industry) zv-z'th the help of two French constructors:

compagnie de constrpe.tion mecanique-procedes .sulzer and air liguide.

{l]he lattev have been associEtteq with.the soeiete cinimtque C}es

,gharbonnages and the Commssa.r.iat a VEnergie Atomique in.the process

studies.

     .Whe author outliRes the yarious advantages of the process, sketches

its economy and eoinp,ares it with the H2,S--H20 exchange process, a very

rap±ct development of w, hLch can be seen in clanada. An attenrpt is.izade to de"ne

che specific rea]Jn'o±` each process. Xn high y inaustr±aMalised areas and regions

where.agricultur'6'utses layge .amaunts of £ertilizers, th's･amnia productjon

is large enoutgh to bring the lwtsrH2 ?yocess to l]e operated M an

                                                                   'attractive way. '
     A plant preducing 1,DOO tons of ammonia pGr day can o££er from

60 to 70 tons of bO peryearasaby-produet･ XnGreat-Br±tain,Germany,

taij･gfgev:---,ptx-aK3)



France, ammonia plants,ex#.st, -to.. which units pToducing IOO to l50 tons

per year cou2d be attached. A total produ.ction of several hundred tons

per year o£ D2'O couid. be obtained by equipptng only the most modern

                                                '
fet'til±zer:'plants ･and woulduenai)tke a MOderate2y rapid program of heavy

wa.ter xeaeiors to b6'sustained.

                     '                       -     T･lte' litr.IZin'garbb' r}im¥'i,fsstriefiy described, especiaUy the very

efficien't typ6 e£. ･soptaeting equiiment used.

     ime va,r'Eett[$k E:'Ib'W.:･F'negts. k]hatcan be used to put the Nh's-II2 exchange

                   '
'inte,Qpe3r<LtiiDh.･:. 'aie altso ･preesnted. The "one temperature exchange" of

Maz±ngerbe which ig t±Le most well k･nown, requires the smallest number

ol" conta･ots. :i"he "two temperatures exchange" is simpler in many

aepects, particvLlarly with respect to the cor}neetion between the D20

and the NH3 plants, it also leads to reduced energy costs. Both £low

sheets a]7e being continuously reassessed whUe complementary engineering

data are supplied by the Mazingarbe plant and experimentation on pUot

plant scale, 2n Mazi-ngarbe and Grenoble.

    '
     The analysis which is presented shows that the large heavy watex'

quantities which wouZd be requitr?ed by a Tapid heavy water reactors

development, can be produced at eomparable costs, either by one single

piant using the H2S-H20 process, or several un±ts using the NH's-H'2

process. Noreover the latter is advantageous to in±tiate a heavy

water reactors program because it allows the production eapacity to

be closely adapted =vo the successive requi.Tements of the reactoys,

avo±ding thus an expensive storage of heavy ivater.
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高速増殖炉開発の現状と分析

　　　　　　　　　　　　パシフイヅク・ガス・アンド。エレクトリック社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　長　　 S．I」．シぢプ㌦リ恥

　高速増殖炉に対して多くの関心がよ埜られているが・これは世界の工業先進諸国がそろって

積極的に開発を行なっているという事実をはっきりと竜のがたっている○これらの国々にはイ

ギリス・フランス・西独（ベルギーならびにオランダとの共同薦発）、日本・イタリア・ソ達・

綱があ嚇れる。糊の場合一勲・ρ国々胴じく・ナ団ウム冷却増殖炉1に中心紬かれ

ている。米国をのぞく上記の諸国は、すでに原型炉建設へとのりだしている。

　米国の高速炉開発計画には原子力委員会（AEC）、メーカー、電力会社がそれぞれ関与し

ているQAECは1969一乃年の時期に原型炉ないしは実証炉の建設を開始するという産業界

の要望をうけ入れた計画を考えている。この種の炉を最少5基、於よそ2年の間隔を器いて建

設することになろう6礒号炉の運開は於そらく1976年より早い時期にはむりであろう○米國

には高速実験用の諸施設があるが、AECのEBR一∬炉は現在運転中の主なものであり、設

計熱出力45万KWのフ土ルミ炉屯閥もなく運転が再開されよう。　SEFOR炉はこのぼど低出

力運転が認可されたcAECの計画にある次の大型施設は、熱出力4G万KWの高速中性子束

試験施設（FFTF）であるO

　A8C計画は1産業界も独自に高速炉の：重要な開発を行なうように働きかけたり、磯た、必

要な場合、産業界がAECを通じて連邦政府の財政援助を要請できるよう確なっている。した

がって、米国にはAヒ露Cの計画とならんで旧聞の手による計画があるわけである○

　産業界には五つの主な計画があり．それぞれの計画は主要メーカーが中心となっている。こ

れらのうち四つの計画はナトリウム冷劫炉で、残る一つはヘリウムガスを使用するものである。

計画には電力会社声スポンサーになっている○

　この講演では、これらの諸計画のレビューと、プラントの予想コスト、プルトニウムの長期

的利用、高速炉の発電系統へのくみ入れ、高速炉開発の急務といった問題などにふれるQ
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                    rREV'IEW alW AI)IA[IL,YSXS" O:ge FAST BREEDER REACTOR DIIIVELOPDfll]NT

                                S.L. S±bley
                                President, I'aci£ic Gas & EZectri,c Co.

     The widespread interest in the fast breeder reactor is strongly

                            j
indicated by the fact that the vJorld's lead±ng industrial naeion$ are

all actively engaged in its development. These countries include the

                                    'United Kin.ffdom, -Vrance, aermany in asSociation viith B61gium and I{olland,

                 '
Japan, Italy, the Soviet Un±on, and the United States. In the United
                                                                '
States, as eisewhere, most emphasis is on the sodiura cooled breeder.

all of the cour!tries mentioned except the United States have made defirri.te

                            '
corrur!itnents for prototype plants.

     The -probffi?ams in the Unj-ted States invoive the U. S. Atomic Energy

eomm±ssion (fg]C), mariufacturing companies, and electric utUity

companies. The !'LEC has coneeived a program whieh antic±pates proposals

froin indufstxy on proto`type or demonstration pZants in the i969--l97Z

period. A mim'mum o£ three such plarits is anticipated at approximately

'two--year intervaZs. The first of these plants probably ¢ould not be in

o]?eration before l976. The United States -h-as a numbeir of faeilities for

t'&st breeder exper±ment&tion. [Dhe P/EC's EBR-II reactoy is "che p]rincipal

opGrating fas"t ]reactor aitd the Fermi reactor vAth a design capability

of･' 430 IJZL"K is e:･:peeted to be opere,,ting again soon. The SEFOR reactor

h'as recent･ly been l±censed for 1.ovr power operation. The next niajor

L9acil±ty f,.L the A'EC'$ program is the Fast Flux Test Facilrr:ty (FI?rll),

a 400 "fi,ft design.

     The AEe2s p-pograri encourages privttte industry to undertake
                                                                '
signifieant bp-eeder development work on its own and, where necessary,

industry is to solicit financial support of the federal goveynment

                           $deegglffx,#tfi{-- s-.--(2),



thMough the AEC. Consequently, we h&ve not oniy the fggC progTam but

industyy progyams as weU.

     There are five major industry progi7gms, each centering abou¢ one of

the majer retictor manufactu3reys. Four of these deai with sodiimi fast

reaetors and the fifth uses helium gas. Each of' these has a number of

utiZity company sponsors.

     Nhe paper wUl include a review of these programs and a discussion

of such matters as anticipated plant costs, the long range avaUabUity

of plutoniun, integration of fast breeders into power systems, and the

urgency of breeder development.

'
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